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深草西浦南公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 18 深草西浦南-3 及び 4頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/5,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

Ｎ 

区域の廃止 

区域の変更 
(1.7ha⇒1.5ha) 存続 

（開園済） 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

藤森中学校 

京エコロジ

ーセンター 

名神高速道路 

国
道
２
４
号 

師
団
街
道 



18 深草西浦南-2 

２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（地区住民の公園需要度が増大）は現在も意義
がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
竹田公園（近隣公園）の誘致圏域と一部重複するが，他の近隣公

園の誘致圏域から離れているため，近隣公園の適正配置の観点から
は充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝2.63 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：2.71ha（近隣公園 1.5ha，街区公

園 1.21ha）÷誘致圏の人口：10,308 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
計画区域の大部分が開園済であり，誘致圏域内において，環境保

全，景観形成，レクリエーション，防災という公園・緑地が持つ機
能を代替する「みどり」が一定充足している。 
・藤森中学校（防災） 
・京エコロジーセンター（環境保全，防災） 
・ちびっこひろば（レクリエーション） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝5.49 ㎡/人≧５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：5.66ha（上記公園・緑地，藤

森中学校 2.17ha，京エコロジーセンター0.73ha，ちびっこ
ひろば 0.05ha）÷誘致圏の人口：10,308 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
建築物数棟 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
建築物立地部分の買収となると，権利者の合意形成が必要とな

り，事業の長期化が推定される。 
 建築物立地部分は買収が必要であり，権利者の合意形成等により
事業の長期化が推定されることから，実現性が低いと判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
広域避難場所として京都教育大学付属高校が近接しており，計画

区域の大部分が開園済であることから，計画区域から未着手区域を
削除しても防災上の問題はない。 

             

見 直 し 案 
区域の一部廃止 

（1.7ha⇒1.5ha） 

評 価 内 容 
計画区域の大部分が開園済であり，建築物立地部分の買収は困難と推定されこ

とから，未着手区域は廃止とする。 
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３．公園の概要 

公 園 名 称 
深草西浦南公園（ふかくさにし

うらみなみこうえん） 
都 市 計 画 番 号 150 

 

公 園 位 置 伏見区深草五反田町 公 園 種 別 近隣公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 41 年 6 月 9 日 区域面積（当初） 1.70ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 45 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

近年，土地区画整理事業が進み住宅地あるいは工業地区として開発が著し

く進展してきた京都市南部一帯は地区住民の公園需要度が増大しているの

で，この度土地区画整理事業による公園予定地を計画決定し，年次計画によ

り逐次整備を計るため事業決定を行うものである。 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 1.7ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種住居地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/2 5 , 0 0 0） (深草西浦南公園の誘致圏域と周辺における同種(近隣公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 37 殿田公園 

151 上鳥羽公園 

187 中島公園 

203 竹田公園 

上鳥羽南部地区土地区画整理事業区域 

250 東向公園 
150 深草西浦南公園 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 一部開園済 公園設置年月日 昭和 41 年 12 月 5 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 1.5ha 未 着 手 面 積 0.2ha(未着手率：11.8％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

西浦地区土地区画整理事業の中で（都）竹田西浦線に沿って帯状の公園用地
を確保・整備し，区画道路によって５ブロックに分けられる。大部分で開園済
である。（竹田街道までに未着手部分有） 

施設の現況：樹林地，散策路，ベンチ，遊具，パーゴラ等 
 

未着手部分の土地利用 

竹田街道に隣接する民有地及び市有地 

整備のための 

必 要 事 項 

用 地 買 収 必要：0.1ha 

建 物 補 償 必要：複数棟 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 
整備の遅れによる地域
の 問 題 ・ 課 題 

都市計画法第 53 条により計画区域内での建築行為が制限され，土地の高度
利用ができない。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
  

都市計画公園区域と未着手区域(1/5,000)  

 

 

 

 

西京極 

Ｎ 

 
竹田街道 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

開園状況 

未着手区域(航空写真) 

未着手 

空地 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，名神高速道路北側は一団の農地であった。昭和 50

年の地図では，一団の農地で土地区画整理事業が進められ，平成６年の地図

では，宅地化が進展している。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：10,978 人，面積：83.6ha，人口密度：131.4 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(15 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(78.5ha)に換算した人口：10,308 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/10,000 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

存続 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 

の 配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 ・(都)深草西浦南公園(1.5ha，開園部分) 

誘 致 圏 外 ・(都)竹田公園(一部開園済(2.1ha)，800ｍ北西) 

街 区 公 園 
誘 致 圏 内 
(小計：1.21ha) 

・(都)深草東公園(0.32ha，100ｍ北) 
・(都)深草西浦中公園(0.27ha，300ｍ北) 
・(都)深草西公園(0.25ha，200ｍ北) 
・七瀬川公園(0.37ha，400ｍ南) 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計：2.95ha) 

・藤森中学校(2.17ha，避難所指定) 
・京エコロジーセンター(0.73ha) 
・ちびっこひろば(0.05ha) 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 
京都府警察学校グラウンド・龍谷大学構内，京都教育大学付属高
校 

避 難 所 藤森中学校：誘致圏内 
避 難 路 竹田街道(22ｍ，南北方向)，竹田西浦線(20ｍ，東西方向) 

 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/7,500) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

Ｎ 

京都教育大学付属高校 
(広域避難場所) 

藤森中学校 
(2.17ha) 

深草西浦南公園 

京エコロジ
ーセンター 
(0.73ha) 七瀬川 

0.37ha 

深草東 

0.32ha 

深草西浦中 

0.27ha 

深草砂川東 

0.27ha 深草砂川西 

0.24ha 

深草西 

0.25ha 

竹田公園 

Ⅱ
･
Ⅲ
･
1
21

 
竹

田
中

通
(
12

ｍ
) 

 

 

Ⅰ
･
Ⅲ

･
2
8 

竹
田

街
道
(2

2ｍ
) 

 

 

Ⅱ･Ⅰ･8 竹田西浦線（20ｍ） 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 

ちびっこひろば 

(0.04ha) 

ちびっこひろば 

(0.01ha) 
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No.19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

203 竹田公園 
(2013.1.9 時点) 
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竹田公園の見直し方針 

１．見直し案 

(1) 鉄塔部分(0.1ha) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)撤去自転車等保管所部分(0.3ha) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 19 竹田-2 及び 3頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 
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見直し案(１/2,500)  

 

 

 

２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（南部地域は近年開発が著しく進み，人口も急
増しているが都市施設面で立ち遅れているため，都市計画公園を決
定する）は現在も意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
深草西浦南公園（近隣公園）の誘致圏域と一部重複するが，他の

近隣公園の誘致圏域から離れているため，近隣公園の適正配置の観
点からは充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝8.09 ㎡/人≧５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：2.40ha（近隣公園 2.1ha，街区公

園 0.30ha）÷誘致圏の人口：2,966 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
計画区域の大部分が開園済であり，環境保全，景観形成，レクリ

エーション，防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」
が一定充足している。 
・鴨川（環境保全，景観形成，レクリエーション，防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝40.29 ㎡/人≧５㎡/
人 

※代替となる「みどり」の面積：11.95ha（上記公園・緑地，
鴨川 9.55ha）÷誘致圏の人口：2,966 人 

Ｎ 

120 ㎡ 

464 ㎡ 

開園済 

撤去自転車
等保管所 

計画区域の変更 

(2.5ha⇒2.4ha) 

鉄塔部分の区域の廃止 

2,500 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

鴨川 

近鉄京都線 

地下鉄 

くいな橋駅 
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(1) 鉄塔部分(0.1ha) 

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
鉄塔２基 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
鉄塔の買収となると，権利者の合意形成等により事業の長期化

が推定される。 
 鉄塔部分は買収が必要であり，権利者の合意形成等により事業の
長期化が推定されることから，実現性が低いと判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
広域避難場所として京都府警察学校グラウンド・龍谷大学構内が

近接しており，計画区域の大部分が開園済であることから，計画区
域から鉄塔部分を削除しても防災上の問題はない。  

(2)撤去自転車等保管所部分(0.3ha) 

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない。 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
撤去自転車等保管所は市有地である。 

 撤去自転車等保管所部分は市有地であり，移転対象となる建築物
も無いことから，実現性が高いと判断する。  

６  総 合 評 価 － － 
 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。 

 

 

 

        

見 直 し 案 
区域の一部廃止 

（2.5ha⇒2.4ha） 

評 価 内 容 

計画区域の大部分が開園済であり，鉄塔用地の買収は困難と推定されることか
ら，未着手区域のうち撤去自転車等保管所部分（0.3ha）を除いた鉄塔部分
（0.1ha）を廃止とする。 

 

未着手区域のうち，鉄塔部分（0.1ha）と撤去自転車等保管所部分（0.3ha）では，実現性の評価に違

いがあることから，これ以降はそれぞれの区域に分割して評価行う。 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 竹田公園（たけだこうえん） 都 市 計 画 番 号 203 
 

公 園 位 置 伏見区竹田中島町 公 園 種 別 近隣公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 49 年 3 月 1 日 区域面積（当初） 2.5ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 38 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

京都市南部地域は近年開発が著しく進み，人口も急増しているが北部に比
して都市施設面で立ち遅れをみせている。今回根幹的都市施設の内公園計画
として，第 203 号竹田公園は区画整理事業の中で，又第 204 号塔ノ森公園，
第 205 号横大路公園は清掃埋立事業跡地を都市計画公園として決定するもの
である。 

 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 2.5ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第二種住居地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 竹田地区土地区画整理事業区域内（事業中） 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
  

位置図（1/ 25 , 0 0 0） (竹田公園の誘致圏域と周辺における同種(近隣公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

203 竹田公園 

37 殿田公園 

151 上鳥羽公園 

250 東向公園 

187 中島公園 

150 深草西浦南公園 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 

 

竹田地区土地区画整理事業区域 
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開 園 状 況 一部開園済 公園設置年月日 平成 11 年 9 月 16 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 2.1ha 未 着 手 面 積 0.4ha(未着手率：16.0％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

竹田地区土地区画整理事業地内の公園として整備開始，一部開園（平成４
年），東側を整備開園（平成５年），西側を整備開園（平成６年），南側を整備
開園（平成７年），管理引き渡し（平成 11 年）。 

施設の現況：多目的広場，園路，ベンチ等 
 

未着手部分の土地利用 

鉄塔（２箇所）と撤去自転車等保管所 

整備に向けた 
必 要 事 項 

用地買収 未着手部分 0.4ha のうち鉄塔用地 0.1ha 

移転補償 必要：鉄塔２基移設 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点整備予定はない。 
 
整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
特にない。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/2,000)  

 

高圧鉄塔 

鉄塔用地 

西京極 

Ｎ 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

撤去自転車等保管所 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 50 年の地図では，公園計画地周辺は農地であり，その後，土地区画整

理事業が進められ，平成６年の地図では，公園周辺において市街地が形成さ

れている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：3,582 人，面積：94.8ha，人口密度：37.8 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(8 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(78.5ha)に換算した人口：2,966 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 ・(都)竹田公園(2.1ha，開園部分) 

誘 致 圏 外 
・(都)深草西浦南公園(一部開園済(1.5ha)，

800ｍ南東) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
(小計：0.30ha) 

・深草向川原公園(0.02ha，500ｍ北) 

・向代公園(0.28ha，200ｍ西) 

誘 致 圏 外 
・(都)深草砂川西公園(0.24ha，600ｍ東) 

・火打形公園(0.97ha，700ｍ南西) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 ・鴨川 (9.55ha のうち開園部分は０ha) 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 京都府警察学校グラウンド・龍谷大学構内 

避 難 所 龍谷大学：誘致圏内 

避 難 路 竹田街道(22ｍ，南北方向)，竹田西浦線(20ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/7,500) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

 

存続 

存続 

廃止 

存続 

Ｎ 

鴨川 
(9.55ha) 

深草西浦南公園 

向代
(0.28ha) 

竹田公園 

深草向川原 

0.02ha 

 

深草砂川西 

0.24ha 

 

深草西 

0.25ha 

 

1
･4

･7
 
油

小
路

線
 

 

Ⅱ
･
Ⅲ
･
1
2
1
 

竹
田

中
通

(
12

ｍ
)
 

 

Ⅰ
･
Ⅲ

･
2
8
 

竹
田

街
道

(2
2
ｍ

) 

 

桜島児童公園 

0.11ha 

 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

61 生祥児童公園 
(2013.1.9 時点) 
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生祥児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 20 生祥児童-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

区域の一部廃止 

 (0.13ha→0.07ha) 

Ｎ 

存続 

（開園済） 
区域の廃止 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

元生祥小学校 

六角通 

富

小

路

通 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
していない 

都市計画決定理由（戦時中実施された疎開空地を確保して児童公
園を設置し，公園都市としての合理的発展に備えようとする）は現
在意義を失っている。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
新京極六角公園及び御射山公園，新京極公園（街区公園）の誘致

圏域と重複するエリアがあるものの，配置に偏りがあるため，街区
公園の適正配置の観点からは充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝1.82 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.54ha（街区公園 0.54ha）÷誘

致圏の人口：2,966 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・元生祥小学校・高倉小学校・洛風中学校（防災） 
・天性寺（環境保全，景観形成，防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝5.02 ㎡/人≧５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：1.49ha（上記公園・緑地，元

生祥小学校 0.21ha，高倉小学校 0.33ha，洛風中学校
0.21ha，天性寺 0.20ha）÷誘致圏の人口：2,966 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない。 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
駐輪場の移転となると，代替地の確保等，事業の長期化が推定

される。 
 用地買収は必要無いものの，駐輪場の移転となると代替地の確保
等により事業の長期化が推定されることから，実現性が低いと判断
する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
広域避難場所として円山公園が近接しており，防災上の問題は無

い。 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の一部廃止 

（0.13ha⇒0.07ha） 

評 価 内 容 
未着手区域における駐輪場の移転となると代替地の確保等困難と推定されるこ

とから，未着手区域は廃止とする。 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
生祥児童公園（せいしょうじ

どうこうえん） 
都 市 計 画 番 号 61 

 

公 園 位 置 中京区大国町他 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 22 年 3 月 31 日 区域面積（当初） 0.129ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 65 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

京都市においては公共緑地の造成に積年の努力を致しておるが，その標準

量に比するならば微々たるものであって，これが整備は風光明媚なる当市の

性格を助長するのみならず，市民の文化並びに保健衛生に貢献するところ大

なるものがある。幸い戦時中実施された疎開空地を確保して児童公園を設置

し，公園都市としての合理的発展に備えようとするにある。（20箇所の追加

決定） 

※時代背景：第二次世界大戦 
 

都市計画決定告示（最終） 昭和 30 年 5 月 27 日(61 号) 区域面積（最終） 0.129ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 番号の変更 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

商業地域 

(400％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
  

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (生祥児童公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 西京極 

61 生祥児童公園 

Ｎ 

62 御射山公園 2・2・126 千斗町公園 

24 富小路殿公園 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 一部開園済 公園設置年月日 昭和 24 年 1 月 5 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.066ha 未 着 手 面 積 0.063ha(未着手率：48.8％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

戦時中に確保された疎開空地を，街区公園として整備した。市有地として全

域で用地は確保済であり，一部駐輪場としたため公園の開園を外した。 

施設の現況：広場，滑り台，ブランコ，シーソー，ベンチ等 
 

未着手部分の土地利用 駐輪場（富小路六角自転車駐輪場） 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
未着手区域全域が市有地であり，建築制限を受ける民有地はない。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 Ｎ 

開園状況 

 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 
市営駐輪場 

 

駐輪場 

(市有地) 
開園済 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，既に公園は整備されており(昭和 24 年公園設置)，

公園周辺では市街地が形成されている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：2,966 人，面積：19.5ha，人口密度：152.1 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(30 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 51 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 60 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 外 － 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
(小計：0.54ha) 

・(都)生祥児童公園(0.07ha，開園部分) 
・(都)新京極六角公園(0.11ha(街路広場) 
・(都)御射山公園(0.26ha) 
・(都)新京極公園(0.10ha(街路広場)) 

誘 致 圏 外 － 

その他緑地 誘 致 圏 内 － 

その他空地 
誘 致 圏 内 
(小計：0.95ha) 

・元生祥小学校(0.21ha，避難所指定) 
・高倉小学校(0.33ha，避難所指定) 
・洛風中学校(0.21ha，避難所指定) 
・天性寺（0.20ha) 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 京都御苑，円山公園 

避 難 所 元生祥小学校：誘致圏内(近接)，高倉小学校：誘致圏外 

避 難 路 (都)河原町(22ｍ，南北方向)，御池通(22ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

Ｎ 

四条通 

街路広場
生祥公園 

街路広場
生祥公園 

元生祥小学校 
(0.21ha) 

高倉小学校 
(0.33ha) 

洛風中学校 
(0.21ha) 

天性寺 
(0.20ha) 

生祥児童公園 
(0.07ha) 

Ⅱ・Ⅲ・96 蛸薬師通(11ｍ) 

新京極六角公園 

0.11ha 

新京極公園 

0.10ha 

御射山 

0.26ha 

市
区

改
正

設
計

５
号

 
河

原
町

通
(2
2ｍ

)
 

 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.21 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

74 五辻児童公園 
(2013.1.9 時点) 
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五辻児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 21 五辻児童-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

西京極 

区域の全廃止 

Ｎ 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

嘉楽中学校 

五辻通 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
していない 

都市計画決定理由（戦時中実施された疎開空地を確保して児童公
園を設置し，公園都市としての合理的発展に備えようとする）は現
在意義を失っている。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
船岡山公園（地区公園）及び桜井公園，橘公園（街区公園）の誘

致圏域と重複するエリアがあるものの，他の街区公園の誘致圏域か
ら離れているため，街区公園の適正配置の観点からは充足していな
い。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝0.26 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.09ha（街区公園 0.09ha）÷誘

致圏の人口：3,469 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
見直し対象区域は全域未着手であるが嘉楽中学校の敷地内となっ

ている。また，誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリ
エーション，防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」
が一定充足している。 
・般舟院陵・本隆寺・上善寺・首途八幡宮（環境保全，景観形成，

防災） 
・嘉楽中学校（防災） 
・ちびっこひろば（レクリエーション） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝5.13 ㎡/人≧５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：1.78ha（上記公園・緑地，般

舟院陵 0.21ha，嘉楽中学校 0.70ha，本隆寺 0.62ha，上善
寺 0.11ha，首途八幡宮 0.05ha）÷誘致圏の人口：3,469
人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続に影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
嘉楽中学校の校舎（４Ｆ）及び体育館 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
嘉楽中学校の移転となると，代替地の確保等により事業の長期

化が推定される。 
 用地買収は必要無いものの，嘉楽中学校の移転となると，代替地
の確保等により事業の長期化が推定されることから，実現性が低い
と判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
見直し対象区域を含む嘉楽中学校は市有地であり他の土地利用が

行われる可能性も低いことから，計画区域から削除しても問題は無
い。 

※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の全面廃止 

（0.218ha⇒0.000ha） 

評 価 内 容 
未着手区域における嘉楽中学校の移転となると代替地の確保等困難と推定され

ることから，未着手区域は廃止とする。 
 

西京極 西京極 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
五辻児童公園(いつつじじどうこ

うえん) 
都 市 計 画 番 号 74 

 

公 園 位 置 上京区五辻通千本東入西五辻東町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 22 年 3 月 31 日 区域面積（当初） 0.218ha 
 

事 業 認 可 － 
経 過 年 数 

(平成 24 年 3 月 31 日基準) 
65 年 

 

都市計画決定理由 等 

京都市においては公共緑地の造成に積年の努力を致しておるが，その標準
量に比するならば微々たるものであって，これが整備は風光明媚なる当市の
性格を助長するのみならず，市民の文化並びに保健衛生に貢献するところ大
なるものがある。幸い戦時中実施された疎開空地を確保して児童公園を設置
し，公園都市としての合理的発展に備えようとするにある。（20 箇所の追加
決定） 

※時代背景：第二次世界大戦 
 

都市計画決定告示（最終） 昭和 30 年 5 月 27 日(74 号) 区域面積（最終） 0.218ha 
 

都市計画変更の内容 番号の変更 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

準工業地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 都市計画公園と重複する嘉楽中学校が｢避難所｣に位置付け 
  

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (五辻児童公園の誘致圏域と周辺における同種 (街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

74 五辻児童公園 

21 橘公園 

84 翔鸞公園 

75 西陣公園 

73 下柏野公園 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 全域で未着手 公園設置年月日 － 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.000ha 未 着 手 面 積 0.218ha(未着手率：100.0％) 
 

整 備 の 経 過 

と 現 在 の 状 況 

昭和 22 年疎開空地を公園として計画決定。 

昭和 22 年学制改革により嘉楽小学校を転用して嘉楽中学校が開校。 

公園区域全域が市立嘉楽中学校敷地となっている。 

施設の現況：全域未着手であるため，公園施設はない。 
 

未着手部分の土地利用 

市立嘉楽中学校敷地の一部で校舎（４Ｆ）及び体育館が建っており(体育館

は平成２年に竣工)，全域が市有地である。 

整備に向けた 

必 要 事 項 

用地買収 民有地はなく，用地買収は不要 

建物補償 － 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
特に無い。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 － 
 

都市計画公園区域と未着手区域（1/1,000）  

 

嘉楽中学校 体育館 

校舎 

教育施設 

西京極 

Ｎ 

全域で 
未着手 

嘉楽中学校校門 校舎 校舎 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，既に公園計画地には学校が立地し，公園の周辺では

市街地が形成されている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：3,799 人，面積：21.5ha，人口密度：176.7 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(24 町)人口(国勢調査(H22.10.1)及び面積の合計) 

誘致圏域(19.63ha)に換算した人口：3,469 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 49 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

公園計画地 

Ｎ 

公園計画地 

Ｎ 

公園計画地 
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都市公園等 
の配置状況 

近 隣 公 園 

以 上 

誘 致 圏 内 － 

誘 致 圏 外 ・(都)船岡山公園(5.6ha，1,000ｍ北) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 ・桜井公園(0.16ha のうち 0.09ha，250ｍ東) 

誘 致 圏 外 
・(都)橘公園(0.61ha，400m 東南) 
・(都)翔鸞公園(0.13ha，500ｍ西) 

その他緑地 誘 致 圏 内 ・般舟院陵：0.21ha 

その他空地 
誘 致 圏 内 
（小計：1.48ha） 

・嘉楽中学校(0.70ha) 
・本隆寺(0.62ha) 
・上善寺(0.11ha) 
・首途八幡宮(0.05ha)  

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 京都御苑（1,300ｍ東） 
避 難 所 嘉楽中学校(公園と重複)：誘致圏内 

避 難 路 今出川通(～22ｍ，東西)，千本通(22ｍ，南北)  
周辺の都市公園等と防災面の状況(1/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

Ｎ 

般舟院陵 
(0.21ha) 

嘉楽中学校 
(0.70ha) 
 

上善寺 
(0.11ha) 首途八幡宮 

(0.05ha) 

本隆寺 
(0.62ha) 

橘 

0.61ha 

 

74 五辻公園 
 

桜井

0.16ha 

 

乾隆小学校 

西陣中央小学校 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 

ちびっこひろば 

(0.004ha) 
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No．22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

79 西九条児童公園 
(2013.1.9 時点) 
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西九条児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

見直し案(１/2,000)  

 

 

 計画面積 1.13ha が開園面積（実態）0.57ha と整合していないため，計画面積を

0.57ha に訂正する必要がある（区域は訂正無し）。 

Ｎ 

面積錯誤の訂正 
(1.13ha⇒0.57ha) 

存続 
（開園済） 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

南区 

総合庁舎 

櫛
筍
通 
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２．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
西九条児童公園（にしくじょ

うじどうこうえん） 
都 市 計 画 番 号 79 

 

公 園 位 置 南区西九条南田町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 24 年 3 月 24 日 区域面積（当初） 1.127ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 63 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

橘，小坂児童公園は，都市計画街路の拡幅によりその一部を縮小し，疎開

跡地の一部を新たに児童公園区域に追加したものであり，他の追加六児童公

園は，京都の中心部に児童公園が少ないので，建築疎開跡地買収地等を児童

公園に充当し，児童福祉施設を整備せんとするものである。(二箇所変更，六

箇所追加) 

※第二次世界大戦 
 

都市計画決定告示（最終） 昭和 30 年 5 月 27 日(79 号) 区域面積（最終） 1.127ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 番号の変更 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第二種住居地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (西九条児童公園の誘致圏域と周辺における同種公園(街区公園)の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

16 比永城公園 

52 琵琶塚公園 

139 上調子公園 

79 西九条児童公園 

11 唐橋花園公園 

180 柳ノ内児童公園 凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 実態として全域開園済 公園設置年月日 昭和 27 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.572ha 未 着 手 面 積 0.555ha(未着手率：49.2％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

南第一地区土地区画整理事業区域内にあり，都市計画決定後，早い段階にお
いて全域で整備・開園された。未着手部分は不明である。 

施設の現況：広場，滑り台，ブランコ，パーゴラ等  

未着手部分の土地利用 － 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 実態として全域開園済 (未着手部分は不明) 
 

都市計画決定と開園部

の 整 合 状 況 

都市計画決定と開園状況には不整合がある。(都市計画決定面積は 1.127ha

であるが，全域での開園済面積が 0.572ha であることから，都市計画決定の面

積が現実と異なっていると推定される。) 
 

都市計画公園区域と未着手区域(１/1,000)  

 

西京極 

Ｎ 

開園状況 

 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，既に公園は整備され(昭和 27 年公園設置)ており，

公園周辺において市街地が形成されている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：2,478 人，面積：21.8ha，人口密度：113.6 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(4 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：2,228 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/10,000 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 外 － 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
(小計:0.672ha) 

・(都)西九条児童公園(0.572ha，開園部分) 

・(都)比永城公園(0.20ha のうち 0.10ha，250

ｍ東) 

誘 致 圏 外 

・(都)唐橋花園公園(0.03ha，600ｍ東) 

・豊田公園(0.05ha，400ｍ南西) 

・(都)柳の内公園(0.34ha，400ｍ南東) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 外 ・東寺 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計:1.53ha) 

・九条塔南小学校(0.66ha，避難所指定) 

・鳥羽高等学校（3.94ha のうち 0.39ha，避

難所指定） 

・南区役所，南保健所，南警察署 (0.48ha) 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 殿田公園，上鳥羽公園，梅小路公園 

避 難 所 九条塔南小学校：誘致圏域内，鳥羽高等学校等：誘致圏域外 

避 難 路 (都)大宮通，壬生通(22ｍ，南北)，九条通(27ｍ，東西) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

誘致圏域(78.5ha)に換算した人口：10,605 人 

 

Ｎ 東寺 

鳥羽高等学校 
(0.39ha) 

 

九条塔南 
小学校 
(0.66ha) 

南区総合
庁舎 

(0.48ha) 

西九条 
児童公園 

大 
宮 
通 

壬 
生 
通 

九条通 

比永城 

0.20ha 

柳の内 

0.34ha 

79 西九条公園 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.23 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

83 三条東児童公園 
(2013.1.9 時点) 

 



 

23 三条東児童-1 

三条東児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 23 三条東児童-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

区域の廃止 

区域の変更 
(0.17ha⇒0.09ha) 

Ｎ 

存続 

（開園済） 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

三条市営住宅 

三条保育所 

東山いきいき 

市民活動センター 

若松通 

花
見
小
路
通 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（一団地の住宅経営により居住環境の改良を図
ろうとするに当り，公園については本案のように若竹児童公園を廃
止し，三条東児童公園を新たに設置する）は現在も意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
粟田坊町公園（街区公園）及び大和大路新門町付近（街路広場）

の誘致圏域と重複するエリアがあるものの，配置に偏りがあること
から，街区公園の適正配置の観点において充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝0.34 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.092ha（街区公園 0.092ha）÷

誘致圏の人口：2,699 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・緑地・白川（環境保全，景観形成，防災） 
・大将軍神社・園光寺（環境保全，景観形成，防災） 
・元有済小学校（防災）  
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝6.16 ㎡/人≧５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：1.662ha（上記公園・緑地，大

将軍神社 0.26ha，園光寺 0.07ha，緑地 0.05ha，元有済小学校
0.34ha，白川 0.27ha，三条保育所 0.15ha，本山要法寺 0.43ha，）
÷誘致圏の人口：2,699 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
未着手部分は市営住宅 12 号棟(10Ｆ），５号棟(５Ｆ)であり，

移転となると，地域コミュニティの存続への影響がある。 
＜買収対象となる建築物の立地状況＞  

市営住宅２棟 
＜関連事業の状況＞  

関連事業はない。 
＜早期に整備効果が見込めるか＞ 

市営住宅等の移転となると，代替地の確保等，事業の長期化が
推定される。 

 用地買収は必要無いものの，市営住宅等の移転となると代替地の
確保等により事業の長期化が推定されることから，実現性が低いと
判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
広域避難場所として円山公園が近接しており，防災上の問題は無

い。 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の一部廃止 

（0.17ha⇒0.09ha） 

評 価 内 容 

開園済部分で街区公園として利用可能であり，未着手区域における市営住宅の
移転となると代替地の確保等困難と推定されることから，未着手区域は廃止とす
る。 

 

 

西京極 西京極 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
三条東児童公園（さんじょうひが

しじどうこうえん） 
都 市 計 画 番 号 83 

 

公 園 位 置  公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 35 年 3 月 19 日 区域面積（当初） 0.172ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 52 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

本地区市民の住生活の現況は交通，衛生，保安，防火等の見地から好まし

くない状態にあるので，これを別途計画による一団地の住宅経営により居住

環境の改良を図ろうとするに当り，公園については本案のように若竹児童公

園を廃止し，三条東児童公園を新たに設置しようとするものである。 

※住宅地区改良事業 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.172ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

（ 容 積 率 ） 

商業地域 

(400％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

  

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
  

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (三条東児童公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

85 三条東児童公園 

2・2・126 千斗町公園 

粟田坊町公園 粟田坊町 
第二公園 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 一部開園済 公園設置年月日 昭和 57 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.092ha 未 着 手 面 積 0.08ha(未着手率：46.5％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

三条地区の住宅地区改良事業による公園として三条東児童公園（915 ㎡）が

計画区域内に開園済みであるが，計画区域の一部である。 

施設の現況：広場，滑り台，パーゴラ，ベンチ，トイレ等 
 

未着手部分の土地利用 
市営住宅 12 号棟(10Ｆ），５号棟(５Ｆ)及び団地内通路として利用されてお

り，全域が市有地である。 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 
整備の遅れによる地域
の 問 題 ・ 課 題 

特になし。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

都市計画公園区域と未着手区域（1/1,000）  

 

西京極 

Ｎ 

団地内通路 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

開園状況 

市営住宅と団地内通路 

既設公園 
(開園済) 



 

23 三条東児童-5 

  

公 園 周 辺 の 

市 街 地 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，既に公園計画地を含む周辺地域は市街地を形成して

いる。その後，三条地区の住宅地区改良事業が進められている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：2,768 人，面積：20.1ha，人口密度：137.7 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(24 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：2,699 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 51 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 60 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都市公園等の 

配 置 状 況 

風致公園 誘致圏外 ・円山公園 

街区公園 

誘致圏内 ・(都)三条東公園(0.09ha，開園部分) 

誘致圏外 

・粟田坊町公園(0.02ha，400ｍ東) 
・(都)先斗町公園(0.09ha，500ｍ西(見直し対象)) 
・(都)大和大路新門町付近 (0.07ha，街路広場) 
・(都)南座前 (0.18ha，街路広場) 

その他緑地 誘致圏内 － 

その他空地 
誘致圏内 

(小計：1.57ha) 

・大将軍神社(0.26ha) 
・園光寺(0.07ha) 
・緑地(0.05ha) 
・元有済小学校(0.60ha のうち 0.34ha) 
・白川(0.27ha) 
・三条保育所(0.15 ha) 
・本山要法寺(0.43 ha) 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 円山公園，岡崎公園 

避難所 元有済小学校：誘致圏内，華頂女子中学校：誘致圏外 

避難路 東大路(南北方向)，三条通(東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

存続 

存続 

廃止 

存続 

Ｎ 

南座前
(0.18ha) 

大将軍神社 
(0.26ha) 

園光寺(0.07ha) 

緑地(0.05ha) 

三条東公園 

大和大路 
新門町付近 
(0.07ha) 

東 
大 
路 

元有済小学校 
(0.34ha） 

白川 
(0.27ha) 

三条保育園 
(0.15ha) 

 

本山要法寺 
(0.43ha) 

街路広場 

 

街路広場 

 

Ⅱ
･
Ⅲ

･
1
 
花

見
小

路
通

（
11

ｍ
）

 

 

Ⅱ･Ⅲ･98 白川筋（11ｍ） 

3
・
4
・
1
26

 
大

和
大

路
本
町

通
 

 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.24 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

85 楽只児童公園 
(2013.1.9 時点) 

 



 

24 楽只児童-1 

楽只児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 24 楽只児童-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

区域の全廃止 

Ｎ 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

楽只公園 

京都市北いき

いき市民活動

センター 

楽只市営住宅 

蓮生寺 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（近隣地の状況の推移に伴うもの）は現在も意
義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
隣接する既設の楽只公園及び楽只東公園（街区公園）が本公園の

誘致圏域をほぼカバーしているが，全体の配置に偏りがあるため，
街区公園の適正配置の観点において充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝1.82 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.35ha（街区公園 0.35ha）÷誘

致圏の人口：1,918 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
楽只公園及び楽只東公園（街区公園）が誘致圏域をほぼカバーし

ており，誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーシ
ョン，防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一
定充足している。 
・佛教大学，府立盲学校（防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝8.19 ㎡/人≧５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：1.57ha（上記公園・緑地，佛

教大学 0.89ha，府立盲学校 0.33ha）÷誘致圏の人口：1,918
人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
未着手部分に市営住宅 12 号棟（５Ｆ）があり，移転となると

地域コミュニティの存続への影響がある。 
＜買収対象となる建築物の立地状況＞  

寺院，市営住宅，学校施設 
＜関連事業の状況＞  

関連事業はない。 
＜早期に整備効果が見込めるか＞ 

寺院の買収及び市営住宅 12 号棟（5Ｆ），京都市北総合支援
学校楽只サテライト施設の移転となると，権利者の合意形成及び
代替地の確保等，事業の長期化が推定される。 

 寺院の買収及び市営住宅 12 号棟（5Ｆ），京都市北総合支援学校
楽只サテライト施設の移転が必要であり，既存コミュニティへの影
響や，権利者の合意形成及び代替地の確保等により事業の長期化が
推定されることから，実現性が低いと判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
広域避難場所として金閣寺境内が近接しており，佛教大学等も隣

接していることから，防災上の問題はない。 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の全面廃止 

（0.314ha⇒0.000ha） 

評 価 内 容 

隣接して都市公園が開設済であり，未着手区域における寺院の買収及び市営住
宅 12 号棟（5Ｆ），京都市北総合支援学校楽只サテライト施設の移転は困難と推
定されることから，未着手区域は廃止とする。 

 

西京極 西京極 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
楽只児童公園（らくしじど

うこうえん） 
都 市 計 画 番 号 85 

 

公 園 位 置 北区紫野花ノ坊町他 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 25 年 7 月 8 日 区域面積（当初） 0.309ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 61 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

当初理由：翔鸞，楽只各児童公園附近は元来公園なく児童福祉施設に恵まれ

ないからこの際本公園を新たに追加して児童の保健衛生に寄与しようとする

ものである。(翔鸞児童公園と同時決定) 

※住宅地区改良事業 
最終変更理由：両公園はともに都市計画の決定をみてから相当の年月を経て
おり，近隣地の状況の推移に応じ土地利用より検討した結果，本案のように
変更しようとするものである。 

 

都市計画決定告示（最終） 昭和 32 年 11 月 15 日 区域面積（最終） 0.314ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 位置及び面積の変更 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種中高層住居専用地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (楽只児童公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

85 楽只児童公園 

193 鏡石公園 

43 紙屋公園 

114 今宮公園 

1 船岡山公園 
(地区公園) 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 全域で未着手 公園設置年月日 昭和 26 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.000ha 未 着 手 面 積 0.314ha(未着手率：100.0％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

計画区域に隣接して楽只公園（1,710 ㎡）が整備されているが，計画位置と

既設公園の位置が一致しない。 

施設の現況：広場，滑り台，あずまや，ブランコ，ベンチ等 
 

未着手部分の土地利用 
市営住宅 12 号棟（５Ｆ），京都市北総合支援学校楽只サテライト施設及び寺

院（蓮生寺），団地内通路であり，大部分が市有地である。 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 

特になし。 

 

都 市 計 画 決 定 と 開 園 部 の 整 合 状 況 
計画区域に隣接して開園済の都市公園がある。(楽只公園

(1,710 ㎡)) 
 

都市計画公園区域と未着手区域（1/1,000）  

 

西京極 

Ｎ 

蓮生寺 

隣接して開園済の 
楽只公園(1,710 ㎡) 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 
楽只公園(1,710㎡) 楽只東公園(1,834 ㎡) 

市営住宅 12 号棟 楽只サテライト施設 蓮生寺 

市営住宅 
12 号棟 

楽只 
サテライト施設 
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公 園 周 辺 の 

市 街 地 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，既に公園計画地を含む周辺地域は市街地を形成して

いる。その後，楽只地区の住宅地区改良事業が進められている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：2,221 人，面積：22.7ha，人口密度：97.9 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(7 町)人口(国勢調査(H22.10.1)及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：1,918 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 49 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 
の 配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 外 ・(都)船岡山公園(5.3ha，500ｍ南東) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
(小計：0.35ha) 

・楽只公園（0.17ha，ほぼ同一場所） 
・楽只東公園(0.18ha，200ｍ東) 

誘 致 圏 内 外 
・(都)紙屋公園(0.27ha，400ｍ南) 
・(都)鏡石公園(0.13ha，450ｍ北西) 
・(都)今宮公園(0.64ha，600ｍ北東) 

その他緑地 誘 致 圏 内 － 

その他空地 
誘 致 圏 内 
(小計：2.30ha) 

・佛教大学（0.89ha） 
・府立盲学校(0.72ha のうち 0.25ha，1.94ha のうち
0.08ha) 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 金閣寺境内，立命館大学衣笠キャンパス 

避 難 所 佛教大学（隣接北），府立盲学校(250ｍ北，南)：誘致圏域内 

避 難 路 北大路(27ｍ，東西)，北山通(22ｍ，南北) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

Ｎ 

船岡山公園(地区公園) 
の誘致圏域(R=1000m) 

193 鏡石 
(0.13ha)  

114 今宮 
(0.64ha) 

1 船岡山公園 
(5.3ha) 

43 紙屋 

佛教大学 
(0.89ha) 

府立盲学校 
(0.08ha) 

 

府立盲学校 
(0.25ha) 

 

(都) 北大路 

（
都
）
北
山
通 

楽只 

0.17ha 

 

楽只東 

0.18ha 

0.27ha 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 

ちびっこひろば 

(0.01ha) 
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No.25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

86 崇仁児童公園 
(2013.1.9 時点) 
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崇仁児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 25 崇仁児童-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

Ｎ 

区域の全廃止 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

崇仁保育所 

高
瀬
川 崇仁市営住宅 

ＪＲ東海道本線 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
していない 

都市計画決定理由（疎開跡地を利用し本案のように児童を対象と
した公園施設を造成）は現在意義を失っている。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
既存の崇仁公園及び屋形町公園，宮の内公園，皆山公園，北岩本

公園（街区公園）が誘致圏域をほぼカバーしており，街区公園の適
正配置の観点において充足している。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝2.93 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.35ha（街区公園 0.35ha）÷誘

致圏の人口：1,194 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
既存の崇仁公園及び屋形町公園，宮の内公園，皆山公園，北岩本

公園（街区公園）が誘致圏域をほぼカバーしており，誘致圏域内に
おいて，環境保全，景観形成，レクリエーション，防災という公園・
緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足している。 
・鴨川・高瀬川（環境保全，景観形成，防災） 
・元崇仁小学校・下京地域体育館（防災） 
・ちびっこひろば（レクリエーション）  
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝18.01 ㎡/人≧５㎡/
人 

※代替となる「みどり」の面積：2.15ha（上記公園・緑地，鴨
川 0.62ha，高瀬川 0.26ha，元崇仁小学校 0.80ha，下京地
域体育館 0.09ha，ちびっこひろば 0.03ha）÷誘致圏の人口：
1,194 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
第一保育所，第二保育所（ＲＣ２Ｆ），資料館 

＜関連事業の状況＞  
崇仁地区住宅地区改良事業 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
保育所等の移転となると，代替地の確保等，事業の長期化が推

定される。 
 用地買収は必要無いものの，保育所等の移転となると，代替地の
確保等により事業の長期化が推定されることから，実現性が低いと
判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
 広域避難場所として日吉ヶ丘高校グラウンド等が近接しており，
防災上の問題は無い。 

※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の全面廃止 

（0.422ha⇒0.000ha） 

評 価 内 容 
未着手区域における保育所等の移転は代替地の確保等困難と推定されることか

ら，未着手区域は廃止とする。 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
崇仁児童公園（すうじんじど

うこうえん） 
都 市 計 画 番 号 86 

 

公 園 位 置 下京区下之町他 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 27 年 3 月 31 日 区域面積（当初） 0.422ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 59 年 
 

都 市 計 画 決 定 理 由 

疎開跡地を利用し本案のように児童を対象とした公園施設を造成し，児童

福祉並びに一般市民の文化生活の向上に寄与しようとするものである。 

※時代背景：第二次世界大戦 
 

都市計画決定告示（最終） 昭和 30 年 5 月 27 日(86 号) 区域面積（最終） 0.422ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 番号の変更 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

近隣商業地域 

(300％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/ 10 , 0 0 0） (崇仁児童公園の誘致圏域と周辺における同種公園(街区公園)の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

32 南岩本公園 

86 崇仁児童公園 

33 北岩本公園 凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 

 



 

25 崇仁児童-4 

 

開 園 状 況 全域で未着手 公園設置年月日 昭和 28 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.000ha 未 着 手 面 積 0.422ha(未着手率：100.0％) 
 

整 備 の 経 過 

と 現 在 の 状 況 

公園計画区域に一旦公園が整備されたものの，その後の住宅地区改良事業の

施行に伴い，昭和 40 年度に公園計画区域の一部に隣保館及び第一保育所が建

設され，代替地として近くの元郵政省跡地(約 760 ㎡)が公園化された。更に，

43 年度には公園計画区域の残りの土地に第二保育所が建設され，代替地とし

て近くの元隣保館用地約 600 ㎡が公園化された。 

施設の現況：公園区域内には開園部なし 
 

未着手部分の土地利用 第一保育所，第二保育所（ＲＣ２Ｆ），資料館 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
特になし。 

 

都市計画決定と開園部

の 整 合 状 況 

都市計画決定と開園状況には不整合はない。(計画区域と異なる場所にある

公園は開園面積にカウントしない) 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/2,000)  

 Ｎ 

崇仁公園 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

崇仁第一，第二保育所 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，公園計画地は公園となっているが，昭和 50 年の地

図では，施設が設置されている。昭和 50年，平成６年の地図では，公園の周

辺において崇仁地区の住宅地区改良事業が進められている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：1,407 人，面積：23.1ha，人口密度：60.9 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(6 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：1,194 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/10,000 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 誘 致 圏 内 外 － 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
(小計：0.35ha) 

・屋形町公園(0.44ha のうち 0.35ha，250ｍ

南東) 

誘 致 圏 外 

・宮の内公園(0.12ha，400ｍ東) 

・皆山公園(0.06ha，400ｍ北) 

・(都)北岩本公園(0.22ha，300ｍ南) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 ・鴨川緑地(0.62ha のうち開園部分は０ha) 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計：1.18ha) 

・高瀬川(0.26ha) 

・元崇仁小学校(0.80ha) 

・下京地域体育館(0.09ha) 

・ちびっこひろば(0.03ha) 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 日吉ヶ丘高校グラウンド，殿田公園，梅小路公園 

避 難 所 元崇仁小学校，下京地域体育館：誘致圏内 

避 難 路 河原町通(22ｍ，南北方向)，塩小路通(22ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(1/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

Ｎ 

元崇仁小学校 
下京地域体育館 
(0.80ha,0.09ha) 崇仁 

河 

原 

町 

通 

塩小路通 

崇仁児童 

 

高瀬川 
(0.26ha) 

鴨川 
(0.62ha) 

屋形町 

0.76ha 

宮ノ内 

0.12ha 

北岩本 

0.22ha 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 

ちびっこひろば 

(0.02ha) 

ちびっこひろば 

(0.01ha) 
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No.26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

117 松賀茂児童公園 
(2013.1.9 時点) 

 



 

26 松賀茂児童-1 

松賀茂児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 26 松賀茂児童-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

Ｎ 

存続 

(変更なし) 

存続 

（開園済） 

未着手 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

ノートルダム

女子大学 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（土地区画整理児童公園留保地の内洛南組合，
桂駅西口組合，今宮組合，賀茂之荘組合，松賀茂組合の九児童公園
留保地を都市計画公園として決定）は現在においても意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
他の街区公園の誘致圏域と離れているため，街区公園の適正配置

の観点からは充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝1.41 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.23ha（広域公園 0.03ha，街区

公園 0.20ha）÷誘致圏の人口：1,629 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・ノートルダム学院小学校・ノートルダム女子大学（防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝8.47 ㎡/人≧５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：1.38ha（上記公園・緑地，ノ

ートルダム学院小学校 0.47ha，ノートルダム女子大学
0.68ha）÷誘致圏の人口：1,629 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない。 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
用地買収を伴わないため，着手すれば早期に整備効果を見込め

る。 
 未着手区域は市有地であり用地買収が無いことから，実現性が高
いと判断する。  

６  総 合 評 価 － － 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
存続（変更なし） 

（0.538ha⇒0.538ha） 

評 価 内 容 未着手区域は市有地であり移転対象となる建築物も無いことから存続とする。 
 

西京極 西京極 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
松賀茂児童公園（まつがもじ

どうこうえん） 
都 市 計 画 番 号 117 

 

公 園 位 置 左京区松ヶ崎芝本町他 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 31 年 6 月 1 日 区域面積（当初） 0.538ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 55 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

土地区画整理児童公園留保地の内洛南組合，桂駅西口組合，今宮組合，賀

茂之荘組合，松賀茂組合の九児童公園留保地を都市計画公園として決定しよ

うとするものである(他地区を含め，同時に９か所決定) 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.538ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種低層住居専用地域 

(80％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
  

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (松賀茂児童公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)の都市計画公園誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

116 茶木原公園 

3 下鴨膳部公園 

松ヶ崎地区土地区画整理事業区域 

157 西松本公園 

117 松賀茂児童公園 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 一部開園済 公園設置年月日 昭和 36 年 3 月 1 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.199ha 未 着 手 面 積 0.339ha(未着手率：63.0％) 
 

整 備 の 経 過 

松賀茂地区土地区画整理事業により，公園用地は全域で確保され，約半分程

度開園している。未着手区域は倉庫及び苗場として利用されている。 

施設の現況：広場，パーゴラ，滑り台，ブランコ，ベンチ等 
 

未着手部分の土地利用 市建設局倉庫及び苗場等として暫定的に利用：市有地 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 
整備の遅れによる地域
の 問 題 ・ 課 題 

特に無し。 
 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 
Ｎ 

開園済 
 

開園状況 

建設局倉庫 苗場 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

建設局倉庫と苗場 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 46 年の地図では，既に公園計画地は公園となっており（昭和 36年公

園設置），公園の周辺地域では市街地が形成されている。 

 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：1,820 人，面積：21.9ha，人口密度：83.2 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(7 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：1,629 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/10,000 

昭和 46 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 60 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成７年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西京極 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都市公園等の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 
・宝池公園(128.9ha のうち 0.03ha，開園部分，300
ｍ北) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 ・(都)松賀茂児童公園(0.20ha，開園部分) 

誘 致 圏 外 

・(都)茶の木原公園(0.21ha，600ｍ北) 
・(都)下鴨膳部公園(0.21ha，600ｍ南) 
・萩公園(0.42ha，400ｍ西) 
・壱町田公園(0.02ha，400ｍ東) 

その他緑地 誘 致 圏 内 － 

その他空地 
誘 致 圏 内 
(小計：1.15ha) 

・ノートルダム学院小学校(1.05ha のうち 0.47ha) 
・ノートルダム女子大学(0.68ha) 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 宝池公園スポーツ広場，府立植物園 

避 難 所 
ノートルダム学院小学校：誘致圏内，洛北高等学校：誘致圏
外 

避 難 路 下鴨本通(22ｍ，南北方向)，北山通(22ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(1/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

Ｎ 

洛北高等学校 

宝池公園スポーツ広場 
(広域避難場所) 

 

松賀茂児童公園 

ノートルダム学院 
小学校(0.47ha) 

 

ノートルダム女子
大学 (0.68ha) 

Ⅰ
･
Ⅲ
･
3
 
下

鴨
本
通

（
2
2ｍ

）
 

 

Ⅱ
･
Ⅲ
･
2
1 

松
ヶ

崎
通

（
11ｍ

）
 

 

Ⅱ・Ⅲ・19 北泉通（ｍ） 

 

北山通 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

120 桜島児童公園 
(2013.1.9 時点) 
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桜島児童公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

開園面積は 0.109ha となっているが，実際の開園面積は 0.223ha であることから，

開園面積が実態と整合するよう修正する。なお，都市計画の変更は必要無い。 

Ｎ 

存続 

(変更なし) 

存続 

（開園済） 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

桜島市営住宅 鴨川 
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２．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
桜島児童公園（さくらじまじ

どうこうえん） 
都 市 計 画 番 号 120 

 

公 園 位 置 伏見区深草向河原町他 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 34 年 3 月 30 日 区域面積（当初） 0.223ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 53 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

本公園を予定している岩倉地区には今日まで，この種施設がなく，又近時

住宅建設に伴って周辺の情況が推移しつつあるので，住宅団地内にある他公

園とともに本案のように決定し，市民の慰楽休養の施設に供しようとするも

のである。(岩倉児童公園とともに決定) 

桜島児童公園は深草下川原と同向河原にまたがった 0.223ha の市有の鴨川

廃川敷であり，付近に府営，市営の住宅が建設され，公園に対する地元の要

望が強いところである。(説明文より) 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.223ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種住居地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (桜島児童公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

120 桜島児童公園 

110 苗代公園 

190 勧進橋東公園 

145 深草砂川東公園 146 深草砂川西公園 

109 勧進橋公園 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 全域開園済(開園面積の誤り) 公園設置年月日 昭和 35 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 
0.109ha( 開 園 面 積 錯 誤

0.223ha) 
未 着 手 面 積 

0.114ha(0.00ha) 

(未着手率：51.1％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

鴨川改修工事によって生じた廃川敷地を府より市へ無償交付を受け，公園敷
地として昭和 33 年度より工事に着手し，広場その他公園施設を整備した。更
に昭和 34年度に拡張し，昭和 35 年３月 31 日に開園している。全域で開園済。 

施設の現況：広場，パーゴラ，滑り台，ブランコ，ベンチ等 
 

未着手部分の土地利用 － 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 全域開園済。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
特に無し。 

 

都市計画決定と開園部

の 整 合 状 況 

都市計画決定と開園状況には不整合がある。(開園面積は 0.109ha となって

いるが，実際には都市計画公園全域で開園済であり，開園面積の錯誤であると

推定され，実際の開園面積は 0.223ha である。) 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 Ｎ 

公園区域全

域で開園済 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

開園状況 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，公園計画地は公園となっている（昭和 35年公園設

置）。その後，昭和 50 年，平成６年の地図では，周辺地域の宅地化が進展し

ている。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：2,898 人，面積：27.1ha，人口密度：106.8 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(3 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：2,096 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/10,000 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 
配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 外 
・(都)竹田公園(2.1ha，開園部分，500ｍ

南西) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
(小計：0.26ha) 

・(都)桜島児童公園(0.22ha，(面積修正)) 

・ (都)勧進橋東公園(0.14ha のうち

0.02ha，250ｍ北) 

・深草向川原公園(0.02ha，200ｍ南西) 

誘 致 圏 外 
・(都)勧進橋公園(0.55ha，300ｍ北) 

・(都)苗代公園(0.17ha，500ｍ北西) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 ・鴨川(4.02ha のうち開園部分は０ha)  

そ の 他 空 地 誘 致 圏 内 － 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 京都府警察学校グラウンド・龍谷大学構内 

避 難 所 伏見工業高等学校：誘致圏外 

避 難 路 竹田街道(22ｍ，南北方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

Ｎ 

桜島児童公園 

鴨川 
(4.02ha) 

伏見工業 
高等学校 

竹 
田 
街 
道 

勧進橋東 

0.14ha 

勧進橋 

0.55ha 

深草向川原 

0.02ha 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 



 

27 桜島児童-6 

No.28 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

2･2･126 先斗町公園 
 

(2013.1.9 時点) 



 

28 先斗町-1 

先斗町公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 28 先斗町-2頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

 

区域の変更 

(0.15ha→0.06ha) 

Ｎ 

存続 

（開園済） 

 

区域の廃止 

 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

存続 

（開園済） 

 

区域の廃止 

 

元立誠小学校 

鴨川 

木
屋
町
通 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（都市計画道路立誠通の計画との整合を図ると
ともに，先斗町駐車場の廃止による公園区域の拡大によって，公園
利用者の利便性の向上を図る）は，現在も意義はある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
新京極公園及び新京極六角公園（街路広場）の誘致圏域と重複す

るエリアがあるものの，他の街区公園の誘致圏域と離れているため，
街区公園の適正配置の観点において充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝0.93 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.06ha（街区公園 0.06ha）÷誘

致圏の人口：647 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・鴨川（環境保全，景観形成，レクリエーション，防災） 
・大和大路新門前付近街路広場（環境保全，景観形成，防災） 
・元立誠小学校・元有済小学校（防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝57.34 ㎡/人≧５㎡/
人 

※代替となる「みどり」の面積：3.71ha（上記公園・緑地，鴨
川 3.18ha，大和大路新門前付近街路広場 0.07ha，元立誠小
学校 0.37ha，元有済小学校 0.03ha）÷誘致圏の人口：647
人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない。 

＜関連事業の状況＞  
(都)立誠通の整備と併せて公園整備を行う必要がある。道路整

備時期は未定。 
＜早期に整備効果が見込めるか＞ 

バイク駐車場の移転となると，代替地の確保等，事業の長期化
が推定される。 

 用地買収は必要無いものの，バイク駐車場の移転となると代替地
の確保等により事業の長期化が推定されることから，実現性が低い
と判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
 広域避難場所として円山公園が近接しており，防災上の問題は無
い。 

※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の一部廃止 

（0.15ha⇒0.06ha） 

評 価 内 容 
未着手区域におけるバイク駐車場の移転となると代替地の確保等困難と推定さ

れることから，未着手区域は廃止とする。 
 

西京極 西京極 
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３．公園の概要 

公園名称 (ふりがな ) 
先斗町公園(ぽんとちょうこ

うえん) 
都 市 計 画 番 号 2・2・126 

 

公 園 位 置 中京区梅之木町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 35 年 12 月 3 日 区域面積（当初） 0.095ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 51 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

当初理由：市道と鴨川の間を戦時に際し建物の強制疎開により街路広場とし

てあったが，土地の効率的利用を図るため，一部は別途自動車駐車場とし，

一部を本案のように児童公園として計画しようとするものである。 

最終変更理由：本都市計画公園の変更は，先斗町公園の区域について，都市

計画道路立誠通の計画との整合を図るとともに，先斗町駐車場の廃止による

公園区域の拡大によって，公園利用者の利便性の向上を図ろうとするもので

ある。 
 

都市計画決定告示（最終） 平成 9年 10 月 29 日 区域面積（最終） 0.15ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 
(都)立誠通の追加決定に伴う

公園区域の変更 

用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

商業地域 

(400％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 (都)立誠通(未着手)と隣接 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (先斗町公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

2･2･126 先斗町公園 

61 生祥児童公園 83 三条東児童公園 

62 御射山公園 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 一部開園済 公園設置年月日 昭和 36 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.06ha 未 着 手 面 積 0.09ha 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

戦時中の強制疎開による街路広場を活用して，当初決定部分は都市計画決定

後即座に整備した。当初の決定通りに整備されたが，その後の(都)立誠通の都

市計画決定による公園の追加部分が整備されていない。 

施設の現況：築山，日本庭園，休憩施設，遊具等(平成 22 年に再整備) 
 

未着手部分の土地利用 バイク駐車場（市有地） 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
特にない。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 

バイク駐車場 
 

(都)立誠通 

開園済 

 

警備派出所 
トイレ 

Ｎ 

390 ㎡ 

開園済 

 235 ㎡ 

開園状況 

バイク駐車場 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

未着手 556 ㎡ 

291 ㎡ 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，既に公園が整備されており（昭和 36年公園設置），

公園の周辺地域において市街地が形成されている。 

 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：799 人，面積：24.2ha，人口密度：33.0 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(25 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：647 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 51 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 60 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 
配 置 状 況 

 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 外 － 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 ・(都)先斗町公園(0.06ha，開園部分) 

誘 致 圏 外 

・(都)新京極公園(0.10ha(街路広場)，300
ｍ西) 

・(都)新京極六角公園(0.11ha(街路広場)，
300ｍ西) 

・(都)生祥公園(0.07ha，600ｍ西) 
・(都)三条東公園(0.09ha，600ｍ東) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 ・鴨川 (3.18ha のうち開園部分は 0.00ha) 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計：0.47ha) 

・大和大路新門前付近街路広場(0.07ha) 
・元立誠小学校(0.37ha) 
・元有済小学校（0.60ha のうち 0.03ha） 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 京都御苑，二条城，円山公園 

避 難 所 元立誠小学校：誘致圏内，元有済小学校：誘致圏外 

避 難 路 河原町通(22ｍ，南北方向)，三条通(15ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

 

Ｎ 

元有済小学校 
(0.03ha) 

先斗町公園 

元立誠小学校 
(0.37ha) 

鴨川 
(3.18ha) 

四条通 

三条通 

街路広場生

祥公園 

街路広場生

祥公園 

大和大路新門前付近
街路広場(0.07ha) 

南座前街路広
場(0.18ha) 

Ⅱ
･
Ⅲ
･
1
 
花

見
小
路

通
(
11

ｍ
) 

 

市
区

改
正

設
計

5
号

 
河
原

町
通

(2
2
ｍ

) 

 

8･6･13 立誠通(11ｍ) 

Ⅱ･Ⅲ･98 蛸薬師通(11ｍ) 

新京極 

0.10ha 

Ⅱ･Ⅲ･97 白川筋(11ｍ) 

新京極六角公園 

0.11ha 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

165 薩田公園 
(2013.1.9 時点) 

 



 

29 薩田-1 

薩田公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 29 薩田-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

区域の全廃止 

Ｎ 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

府
道
岩
倉
山
端
線 

至
宝
池
通 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（付近住民の利用に供する）は現在も意義があ
る。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
池ノ内公園，鳥脇公園，鷺公園，三宅公園（街区公園）の誘致圏

域と重複するエリアがあるものの，誘致圏域全域をカバーするには
至らず，街区公園の適正配置の観点において充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝0.35 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.05ha（街区公園 0.05ha）÷誘

致圏の人口：1,440 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・出亀山・花園川（環境保全，景観形成，防災） 
・同志社高校グラウンド・岩倉こひつじ保育園（防災） 
・ちびっこひろば（レクリエーション） 
＜「みどり」の面積＞ 
誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝5.76 ㎡/人≧５㎡/人 

※代替となる「みどり」の面積：0.83ha（上記公園・緑地，同
志社高校グラウンド 0.09ha，岩倉こひつじ保育園 0.17ha，
出亀山 0.35ha，花園川 0.16ha，ちびっこひろば 0.01ha）
÷誘致圏の人口：1,440 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
住宅（数棟）を買収する必要があり，地域コミュニティ継続上

の課題が発生することが推定される。 
＜買収対象となる建築物の立地状況＞  

住宅（数棟） 
＜関連事業の状況＞  

洛北第一地区土地区画整理事業は見直し対象である。 
＜早期に整備効果が見込めるか＞ 

住宅の買収となると，権利者の合意形成等，事業の長期化が推
定される。 

 住宅の買収が必要であり，権利者の合意形成等により事業の長期
化が推定されることから，実現性が低いと判断する。  

６  総 合 評 価 廃止が妥当 
広域避難場所として宝池公園が近接しており，また，同志社高校

グラウンドが隣接しているため，防災上の問題はない。 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
区域の全面廃止 

（0.20ha⇒0.00ha） 

評 価 内 容 
未着手区域における住宅の買収は困難と推定されることから，未着手区域は廃

止とする。 
 

西京極 西京極 
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３．公園の概要 

公園名称 (ふりがな ) 薩田公園（さつたこうえん） 都 市 計 画 番 号 165 
 

公 園 位 置 左京区上高野薩田町他 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 43 年 3 月 30 日 区域面積（当初） 0.20ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 44 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

京都市北部の上賀茂地区，南部深草小久保地区および吉祥院石原地区は区

画整理事業がほぼ完了して住宅地化が進んでおり，伏見醍醐地区西部の桂地

区においてもすでに市住宅供給公社等による分譲住宅団地や公営住宅団地が

完成しており，公園の需要度も日々高まっている。 

また，北部洛北地区においても区画整理事業が進展中であり，著しく住宅

地化されることが予想される。 

この度，これらの地区内の公園予定地を都市計画決定し，年次計画により

整備を進め付近住民の利用に供するものである。(他地区を含め 16 か所決定) 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.20ha 
 

都 市計 画変更の内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種低層住居専用地域 

(60％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 洛北第一地区土地区画整理事業区域内（未着手部） 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/ 10 , 0 0 0） (薩田公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

164 鷺公園 

168 下在地公園 

3･3･281 岩倉東公園 

165 薩田公園 

洛北第一地区土地区画整

理事業区域 (未着手部) 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 全域で未着手 公園設置年月日 － 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.00ha 未 着 手 面 積 0.20ha(未着手率：100.0％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

洛北第一地区土地区画整理事業区域内で都市計画決定されたが，洛北第一

地区区画整理事業の事業施行地区から外れているため，用地確保ができず，

未着手となっている。 

施設の現況：全域で未着手のため，公園施設はない。 
 

未着手部分の土地利用 

住宅（数棟），農地等 

整備に向けた 

必 要 事 項 

用地買収 民有地 0.20ha 

建物補償 物件数：数棟(住宅) 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現 時 点 で の整 備 予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域の

問 題 ・ 課 題 

都市計画法第 53 条により計画区域内での建築行為が制限され，土地の高度

利用ができない。 
 

都市計画決定と開園部の整合状況 － 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)   

 

西京極 

Ｎ 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

住宅地 
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公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，公園計画地は農地であったが，昭和 51 年の地図で

は，一部宅地がみられ，公園周辺も市街化が進行している。 
  

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：2,777 人，面積：37.8ha，人口密度：73.5 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(10 町)人口(国勢調査(H22.10.1)及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：1,440 人   
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 51 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 
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都市公園等の 
配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 誘 致 圏 外 ・(都)岩倉東公園(2.9ha，500ｍ北西) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 ・池ノ内公園(0.05ha，200ｍ東) 

誘 致 圏 外 
・鳥脇公園(0.04ha，300m 東南) 
・(都)鷺公園(0.23ha，400m 南西) 
・三宅公園(400ｍ北) 

その他緑地 誘 致 圏 内 － 

その他空地 
誘 致 圏 内 

(小計：0.77ha) 

・同志社高校グラウンド(2.25ha のうち 0.09ha) 
・岩倉こひつじ保育園(0.17ha) 
・花園川(0.16ha) 
・出亀山(風致三種)(0.35ha) 
・ちびっこひろば(0.01ha) 

 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 宝池公園（700ｍ南） 

避 難 所 
上高野小学校(400ｍ東南) ，岩倉南小学校(500ｍ西)：誘致圏
域にない 

避 難 路 修学院幡枝線(27ｍ，東西)，上高野岩倉線(16ｍ，南北) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(1/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

存続 

存続 

廃止 

存続 

Ｎ 

同志社高校
グラウンド 
(0.09ha) 

岩倉東公園(近隣公園) 
の誘致圏域(R=500ｍ) 

出亀山
(0.35ha) 

岩倉こひつじ
保育園 

(0.17ha) 

165 薩田公園 

 

池ノ内 

0.05ha 

三宅 

164 鷺公園 

0.23ha 

鳥脇 

0.04ha 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 

花園川
(0.16ha) 

ちびっこひろば 

(0.01ha) 
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No.30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

2･2･262 西河原北公園 
(2013.1.9 時点) 
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西河原北公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 30 西河原北-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

存続 

(変更なし) 

Ｎ 

未着手 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

至叡山電鉄木野駅 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（良好な住環境の整備を図るとともに，児童等
の健全な遊び場を提供する）は現在も意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
中下在地公園，下在地公園，西河原公園，幡枝第一公園，幡枝第

二公園（街区公園）の誘致圏域と重複するエリアがあるものの，誘
致圏域全域をカバーするには至らず，街区公園の適正配置の観点か
らは充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝0 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0ha÷誘致圏の人口：729 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・山林（風致一種）（環境保全，景観形成，防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝43.20 ㎡/人≧５㎡/
人 

※代替となる「みどり」の面積：3.15ha（上記公園・緑地，山
林（風致一種）3.15ha）÷誘致圏の人口：729 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない。 

＜関連事業の状況＞  
洛北第二地区土地区画整理事業（事業中） 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
洛北第二地区土地区画整理事業により計画区域が公園用地と

して確保されることから，早期の整備が見込まれる。 
 洛北第二地区土地区画整理事業により計画区域が公園用地として
確保されることから，実現性が高いと判断する。  

６  総 合 評 価 － － 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
存続（変更なし） 

（0.22ha⇒0.22ha） 

評 価 内 容 
未着手区域は，洛北第二地区土地区画整理事業により公園用地として確保され

ることから存続とする。 

 



 

30 西河原北-3 

３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
西河原北公園（にしがわら

きたこうえん） 
都 市 計 画 番 号 2・2・262 

 

公 園 位 置 左京区岩倉西河原町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 63 年 4 月 7 日 区域面積（当初） 0.22ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 23 年 
 

都 市 計 画 決 定 理 由等 

西河原北公園予定地は，洛北第二地区土地区画整理事業区域内に位置し，

周辺地域の宅地化の進展により都市基盤の整備が急がれる地域であることか

ら，本案のとおり都市計画公園を追加することにより，良好な住環境の整備

を図るとともに，児童等の健全な遊び場を提供するものである。 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.22ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種低層住居専用地域 

(60％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 洛北第二地区土地区画整理事業区域（事業中） 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (西河原北公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

2･2･262 西河原北公園 

206 忠在地公園 

253 中下在地公園 

163 下在地公園 

3･3･281 岩倉東公園 
(近隣公園) 

162 幡枝公園 

Ｎ 

3･3･265 岩倉南公園 
(近隣公園) 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 

 
洛北第二地区土地区画整理事業区域 



 

30 西河原北-4 

 

開 園 状 況 未着手 公園設置年月日 － 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.00ha 未 着 手 面 積 0.22ha(未着手率：100.0％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 
洛北第二地区土地区画整理事業により公園用地が確保される。 

 

未着手部分の土地利用 土地区画整理事務所が立地している（撤去予定）。 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現 時 点 で の整 備 予定 整備時期は未定。 
 

整備の遅れによる地域の

問 題 ・ 課 題 
特にない。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 － 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 

西京極 

存続 

Ｎ 

公園予定地 

公園予定地 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

土地区画整理事業によって 
用地確保された公園予定地 



 

30 西河原北-5 

 

公 園 周 辺 の 

市 街 化 の 変 遷 

昭和 52 年の地図では，公園計画地周辺は一団の農地であったが，平成９年

の地図では，土地区画整理事業により宅地化が進みつつある。 
  

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：1,712 人，面積：46.0ha，人口密度：37.2 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(1 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：729 人   
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 52 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成９年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 



 

30 西河原北-6 

 

都 市 公 園 等 の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 外 
・(都)岩倉南(西河原)公園(1.1ha，300ｍ南) 

・(都)岩倉東公園(2.9ha，700ｍ東) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 － 

誘 致 圏 外 

・(都)中下在地公園(0.22ha，400ｍ東) 

・(都)下在地公園(0.30ha，400ｍ東) 

・西河原公園(0.04ha，300ｍ北東) 

・幡枝第一公園(0.07ha，400ｍ西) 

・幡枝第二公園(0.03ha，400ｍ西) 

・幡枝公園(0.30ha，700ｍ南) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 ・山林(風致一種：3.15ha)  

そ の 他 空 地 誘 致 圏 内 － 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 宝池公園(1.1 ㎞南) 

避 難 所 岩倉南小学校，洛北中学校：誘致圏外 

避 難 路 宝池通(20ｍ，南北方向)，上高野岩倉線(16ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

西河原北公園 

中下在地 

岩倉南 
小学校 

岩倉東公園

の誘致圏域 

Ｎ 

山林 
(風致一種) 
(3.15ha) 

 

西河原公園

の誘致圏域 西河原 
0.04ha 

3･3･265 西河原公園 

 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 



 

30 西河原北-7 

No.31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

2･2･268 醍醐辰巳公園 
(2013.1.9 時点) 

 



 

31 醍醐辰巳-1 

醍醐辰巳公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

見直し案(１/1,000)  

 

開園面積は 0.33ha となっているが，実際の開園面積は計画面積の 0.34ha であるこ

とから，開園面積が実態と整合するよう修正する。なお，都市計画変更の必要はない。 

存続 

（開園済） 

存続 

(変更なし) 

Ｎ 凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

春日野小学校 辰巳市営住宅 

京都市醍醐

いきいき市

民センター 

辰巳保育所 



 

31 醍醐辰巳-2 

２．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
醍醐辰巳公園(だいごたつ

みこうえん) 
都 市 計 画 番 号 2・2・268 

 

公 園 位 置 伏見区醍醐東合場町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 63 年 8 月 16 日 区域面積（当初） 0.34ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 23 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

醍醐辰巳公園予定地は，伏見区東部に位置し，周辺部の宅地化が進み，都

市基盤の整備が急がれる地域である。本都市計画は醍醐辰巳公園予定地にお

いて都市計画公園を追加することにより，生活環境の充実を図り，児童等の

健全な遊び場を提供するものである(2・2・233 星池公園，2・2・267 栂尾公

園と同時決定)  
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.34ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種中高層住居専用地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/ 10 , 0 0 0） (醍醐辰巳公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

2･2･249 大受新開公園 

2･2･268 醍醐辰巳公園 

Ｎ 

西京極 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 

 



 

31 醍醐辰巳-3 

開 園 状 況 実態として全域開園済 公園設置年月日 昭和 29 年 3 月 31 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.33ha 未 着 手 面 積 0.01ha(未着手率：2.9％) 
 

整 備 の 経 過 
昭和 19 年７月７日に市が買収した宅地の一部を公園として造成し，広場そ

の他公園施設を設置して，昭和 29年 3月 31 日開園に至る。 
施設の現況：多目的広場，テニスコート，休憩施設，遊具等 

 

未着手部分の土地利用 実態として全域開園済（水路(暗渠)部が開園扱いでない） 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 実態として全域開園済 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 
特になし。 

 

都市計画決定と開園部

の 整 合 状 況 

都市計画決定と開園状況には不整合がある。(公園を横断する水路部分(暗渠

３箇所)が都市公園として開園扱いでないが，実態として一体的に公園として

利用されている。) 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 

公園を横断する水路 
(暗渠化されている) 

Ｎ 

実態として計画区域
全域が開園済 

開園状況 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 



 

31 醍醐辰巳-4 

 

公 園 周 辺 の 

市 街 地 の 変 遷 

昭和 52 年の地図では，公園の周辺地域は農地と既存集落が混在する地域で

あったが，平成９年の地図では，周辺地域で宅地化が進展している。（公園設

置：昭和 29 年） 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：3,923 人，面積：32.2ha，人口密度：121.8 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(5 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：2,388 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 52 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成９年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

公園計画地 

Ｎ 

公園計画地 



 

31 醍醐辰巳-5 

 

都 市 公 園 等 の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 － 

街 区 公 園 
誘 致 圏 内 
(小計：0.75ha) 

・(都)醍醐辰巳公園(0.33ha，開園部分) 

・醍醐辰巳第二公園(0.13ha) 

・東合場みどり公園(0.12ha) 

・醍醐ふれあい公園(0.08ha) 

・醍醐すこやか公園(0.03ha) 

・醍醐やすらぎ公園(0.03ha) 

・下山口公園(0.01ha) 

・外山街道公園(0.04ha のうち 0.02ha) 

・醍醐どんぐり公園 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 － 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計：1.79ha) 

・春日野小学校(1.27ha，避難所指定) 

・合場川・日野川（0.52ha） 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 春日丘中学校，日野小学校グラウンド 

避 難 所 春日野小学校：誘致圏内，醍醐中学校：誘致圏外 

避 難 路 大津宇治線(16ｍ，南北方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

醍醐辰巳公園 
(0.33ha) 

Ｎ 

春日野小学校 
(1.27ha) 

醍醐中学校 
(1.37ha) 

合場 
0.06ha 

醍醐どんぐり 

 

大受新聞 

0.14ha 

 

醍醐ふれあい 

0.08ha 

 
醍醐南第一 

0.12ha 

 

下山口 

0.01ha 

 

醍醐すこやか 

0.03ha 

 
醍醐辰已第二 

0.13ha 

 

醍醐やすらぎ 

0.03ha 

 

谷寺 

0.02ha 

 

東合場みどり 

0.12ha 

 

石田大山 

0.09ha 

 

外山街道 

0.04ha 

 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.32 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

2･2･273 川田公園 
(2013.1.9 時点) 

 



 

32 川田-1 

川田公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 32 川田-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

存続 

(変更なし) 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

Ｎ 

存続 

（開園済） 

未着手 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

万因寺保育園 



 

32 川田-2 

２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（公園機能の向上と良好な住環境形成を図る） 
は現在も意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
川田公園の大部分が開園済であり，既存の櫃川公園，西野野色公

園，川田欠ノ上公園，上花山公園（街区公園）が配置上誘致圏域を
ほぼカバーしているが，誘致圏域内の一人当たり面積において充足
していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝1.23 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.28ha（街区公園 0.28ha）÷誘

致圏の人口：2,269 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜「みどり」の配置＞ 
川田公園の大部分が開園済であるが，誘致圏域内において，環境

保全，景観形成，レクリエーション，防災という公園・緑地が持つ
機能を代替する「みどり」が充足していない。 
・旧安祥寺川（環境保全，景観形成，防災） 
・西野小学校（防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝2.78 ㎡/人≦５㎡/人 
※代替となる「みどり」の面積：0.63ha（上記公園・緑地，旧

安祥寺川 0.22ha，西野小学校 0.13ha）÷誘致圏の人口：
2,269 人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響は少ない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
住宅に付随する車庫 

＜関連事業の状況＞  
計画区域に隣接する(都)日ノ岡西野山線の整備と併せて公園

整備を行う必要がある。道路整備時期は未定。 
＜早期に整備効果が見込めるか＞ 

買収対象が住宅に付随する車庫のみで小規模である 
 買収が比較的小規模であることから，実現性が高いと判断する。  

６  総 合 評 価 存続が妥当 
見直し対象区域が，避難路に位置付けられている未着手都市計画

道路（(都)日ノ岡西野山線）に接道しており，防災上の観点から，
存続が妥当である。 

※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
存続（変更なし） 

（0.25ha⇒0.25ha） 

評 価 内 容 

大部分が開園済であるが，誘致圏域内における代替となる「みどり」は充足し
ていない。また，未着手区域の買収が小規模であることから，未着手区域は存続
とする。 

 



 

32 川田-3 

３．公園の概要 

公園名称 (ふりがな ) 川田公園（かわたこうえん） 都 市 計 画 番 号 2・2・273 
 

公 園 位 置 山科区川田前畑町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 平成 3年 4月 4日 区域面積（当初） 0.25ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 20 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

川田公園は昭和 38年に開園された面積約 900 ㎡の公園であるが，その後宅

地化が進展し，地域住民から拡張整備が望まれたいたところである。本都市

計画は，本公園を都市計画公園に位置付け，拡張整備することにより，公園

機能の向上と良好な住環境形成を図るものである。(2・2・272 中溝公園と同

時決定) 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.25ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第二種中高層住居専用地域 

(200％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 (都)日ノ岡西野山線（未着手）と隣接 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/1 0 , 0 0 0） (川田公園の誘致圏域と周辺における同種公園(街区公園)の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

2･2･273 川田公園 

山科東部 

地区土地

区画整理

事業区域 

48 西野公園 
(近隣公園) 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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開 園 状 況 大部分で開園済 公園設置年月日 昭和 38 年 4 月 1 日 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.23ha 未 着 手 面 積 0.02ha(未着手率：8.0％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

昭和 38 年度に寄付により 804.21 ㎡が開園し，その後平成６年(1,228.62 ㎡)

及び 18 年度(219.0 ㎡)に拡張整備し，現在に至る。大部分が開園済であり，

未着手部分は(都)日ノ岡西野山線(未着手)との接道部分である。 
 

未着手部分の土地利用 

住宅地 

整備に向けた 

必 要 事 項 

用地確保 民有地 

建物補償 住宅に付随する車庫 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 

都市計画法第 53 条により計画区域内での建築行為が制限され，土地の高度

利用ができない。 
 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 

開園済 

 

※(都)日ノ岡西野山線が整
備されれば，接道部確保の
ため整備が必要となる 

住宅に付随
する車庫 

Ｎ 

(都)日ノ岡西野山線 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

開園状況 
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公 園 周 辺 の 

市 街 地 の 変 遷 

昭和 38 年の地図では，公園の周辺地域は農地と既存集落が混在する地域で

あったが，昭和 49年，昭和 62年の地図では，地域全体で宅地化が進展して

いる。（公園開園：昭和 38 年） 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：4,410 人，面積：38.1ha，人口密度：115.7 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(7 町)人口(国勢調査(H22.10.1))及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：2,269 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/7,500 

昭和 38 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 49 年 

 

昭和 62 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

公園計画地 

Ｎ 

Ｎ 

公園計画地 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 

配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 内 － 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 
（小計：0.28ha） 

・(都)川田公園(0.23ha，開園部分) 

・櫃川公園(0.05ha，250ｍ東) 

誘 致 圏 外 

・西野野色公園(0.02ha，400ｍ北東) 

・川田欠ノ上公園(0.06ha，400ｍ南) 

・上花山公園(0.01ha，300ｍ西) 

・菱尾田公園(0.03ha，400ｍ南) 

緑 地 等 誘 致 圏 内 － 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計：0.35ha) 

・旧安祥寺川(0.22ha) 

・西野小学校(1.39ha のうち 0.13ha，避難

所指定) 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 洛東自動車教習所，東野公園・山科中学校グラウンド 

避 難 所 西野小学校：誘致圏内，百々小学校：誘致圏外 

避 難 路 日ノ岡西野山線(11ｍ(未着手))，東山国道(22.5ｍ) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(1/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

西野(近隣，未着手)
の誘致圏域(R=500m) 

西野小学校 
(0.13ha) 

 

日 

ノ 

岡 

西 

野 

山 

線 

Ｎ 

旧安祥寺川 
(0.22ha) 

 

西野野色 

0.02ha 

櫃川(大鳥井) 

0.05ha 

川田欠ノ上 

0.06ha 葵尾田 

0.03ha 

上花山 

0.01ha 

2･2･273 川田公園 

Ⅰ･Ⅲ･36 東山国道(22.5ｍ) 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No.33 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画公園） 

 

2･2･275 戒光公園 
 

(2013.1.9 時点) 
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戒光公園の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 33 戒光-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/1,000)  

 

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

Ｎ 

未着手 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

存続 

(変更なし) 

久世橋通 

西
高
瀬
川 
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２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（良好な住環境の形成を図るとともに，児童等
の健全な遊び場を提供する）は現在も意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
村山公園，島田公園，中ノ坪公園，山ノ本公園（街区公園）の誘

致圏域と重複するエリアがあるものの，誘致圏域全域をカバーする
には至らず，街区公園の適正配置の観点において充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり公園・緑地面積＝4.28 ㎡/人≦５㎡/人 
※誘致圏の公園・緑地面積：0.61ha（街区公園 0.61ha）÷誘

致圏の人口：1,425 人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
誘致圏域内において，環境保全，景観形成，レクリエーション，

防災という公園・緑地が持つ機能を代替する「みどり」が一定充足
している。 
・西高瀬川（環境保全，景観形成，防災） 
・祥栄小学校（防災） 
＜「みどり」の面積＞ 

誘致圏域内の一人当たり「みどり」面積＝20.00 ㎡/人≧５㎡/
人 

※代替となる「みどり」の面積：2.85ha（上記公園・緑地，西
高瀬川 1.54ha，祥栄小学校 0.70ha）÷誘致圏の人口：1,425
人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が低
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
倉庫や工場 

＜関連事業の状況＞  
(都)久世橋線及び(都)西大路線の整備と併せて公園整備を行う

必要がある。道路整備時期は未定。 
＜早期に整備効果が見込めるか＞ 

倉庫や工場の移転となると，権利者の合意形成が必要となり，
事業の長期化が推定される。 

 倉庫や工場は買収が必要であり，権利者の合意形成等により事業
の長期化が推定されることから，実現性が低いと判断する。  

６  総 合 評 価 存続が妥当 
見直し対象区域は，未着手都市高速道路（(都)久世橋線，(都)西大

路線）の計画と密接に関連することから（ランプ高架下に計画され
た公園），存続が妥当である。 

※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
存続（変更なし） 

（0.32ha⇒0.32ha） 

評 価 内 容 
未着手区域は，未着手都市高速道路（ (都)久世橋線，(都)西大路線）の計画と

密接に関連していることから存続とする。 
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３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 戒光公園（かいこうこうえん） 都 市 計 画 番 号 2・2・275 
 

公 園 位 置 南区上鳥羽北戒光町 公 園 種 別 街区公園 
 

都市計画決定告示（当初） 平成 5年 3月 16 日 区域面積（当初） 0.32ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成24年３月31日基準) 19 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由 等 

戒光公園計画地は，人家等が密集した伏見区上鳥羽北戒光地区に位置して

おり，この地区に新たに都市計画公園を追加することにより，良好な住環境

の形成を図るとともに，児童等の健全な遊び場を提供するものである。 

※(都)久世橋線及び(都)西大路線と同時決定 
 

都市計画決定告示（最終） 変更なし 区域面積（最終） 0.32ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 － 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

工業地域 

(200％，300％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 (都)久世橋線（未着手）と隣接，(都)西大路線（未着手）と重複 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 位置付け無し 
 

位置図（1/2 5 , 0 0 0） (戒光公園の誘致圏域と周辺における同種(街区公園)都市計画公園の誘致圏域) 

 

西京極 

Ｎ 

2･2･140村上公園 

152 島田公園
ｎ 

96 高畑公園 

153 中ノ坪公園 

2･2･245 鍋ヶ淵公園 
231 山ノ本公園 

2･2･275 戒光公園 

凡 例 

 見 直 し 対 象 公 園 

 上 記 の 誘 致 圏 域 

 同種都市計画公園誘致圏域 

 同 上 ( 未 着 手 有 ) 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 
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整 備 状 況 未着手 公園設置年月日 － 
 

現 在 の 開 園 面 積 0.00ha 未 着 手 面 積 0.32ha(未着手率：100.0％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

当該公園は(都)久世橋線から(都)西大路線の分岐ランプ高架下に計画され

ており，公園整備の前提になる都市計画道路が未着手となっている。 

施設の現況：全域で公園未着手のため，公園施設はない。 
 

未着手部分の土地利用 
中小の倉庫や工場が建て込んでいる。 

整備に向けた 
必 要 事 項 

用地確保 必要(民有地：0.32ha) 
移転補償 必要(中小倉庫，工場９棟) 

 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 

整備の遅れによる地域

の 問 題 ・ 課 題 

都市計画法第 53 条により計画区域内での建築行為が制限され，土地の高度

利用ができない。 
 

都市計画決定と開園部の整合状況 － 
 

都市計画公園区域と未着手区域(1/1,000)  

 Ｎ 

(都)久世橋線 

(都)西大路線 
工場・倉庫等 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

工場・倉庫等 
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公 園 周 辺 の 

市 街 地 の 変 遷 

昭和 40 年の地図では，公園の周辺地域は宅地化していない。昭和 50 年，

平成８年の地図では，宅地化が進行している。 
 

現在人口及び人口密度 
(誘致圏内の町丁目人口) 

人口：1,927 人，面積：26.5ha，人口密度：72.8 人/ha 

(誘致圏を構成する概ねの町別(7 町)人口(国勢調査(H22.10.1)及び面積の合計) 

誘致圏域(19.6ha)に換算した人口：1,425 人 
 
市 街 化 の 変 遷 図 １/10,000 

昭和 40 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成８年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

公園計画地 

Ｎ 

公園計画地 

Ｎ 

公園計画地 
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都 市 公 園 等 の 
配 置 状 況 

近 隣 公 園 
以 上 

誘 致 圏 外 
・(都)東吉祥院公園(1.0ha，開園部分，400

ｍ西) 

街 区 公 園 

誘 致 圏 内 ・(都)村山公園(0.61ha，100ｍ東) 

誘 致 圏 外 

・(都)島田公園(0.43ha) 

・(都)中ノ坪公園(0.43ha) 

・(都)山ノ本公園(0.33ha) 

・前田公園(0.02ha) 

そ の 他 緑 地 誘 致 圏 内 － 

そ の 他 空 地 
誘 致 圏 内 
(小計：2.24ha) 

・西高瀬川(1.54ha) 

・祥栄小学校(0.98ha のうち 0.70ha，避難

所指定) 
 

避 難 施 設 等 の 

分 布 状 況 

広域避難場所 塔南高校グラウンド 

避 難 所 祥栄小学校：誘致圏内，上鳥羽小学校：誘致圏外 

避 難 路 高畑通(南北方向(未着手))，久世橋通(18ｍ，東西方向) 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(1/5,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 
 

 

Ｎ 

祥栄小学校(0.70ha) 

東吉祥院公園 

戒光公園 

西高瀬川 
(1.54ha) 

Ⅱ･Ⅲ･55 鳥羽街道(11ｍ) 

Ⅲ･26 久世橋通(50ｍ) 

Ⅰ･Ⅲ･2 久世橋通 

1･4･9 久世橋線(18ｍ) 

中ノ坪 

0.43ha 

島田 

0.43ha 村山 

0.61ha 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  
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No．34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画緑地） 

 

3 桂川緑地 
(2013.1.9 時点) 
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桂川緑地の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 34 桂川-3 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 



 

34 桂川-2 

 

見直し案(１/50,000)  

 

Ｎ 

存続 
（変更なし） 

開園済 

未着手 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

桂川 

上野橋 

京都市境 



 

34 桂川-3 

２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 
１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（府民のスポーツの場，水と親しむ場として逐
次整備を進める）は現在においても意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
計画面積 488.5ha のうち開園済面積が 27.3ha（5.6％）であ

り，また，市域全体として緑地は充足していない。 
＜公園・緑地の面積＞ 

市民一人当たりその他公園（緑地含む）面積＝1.37 ㎡/人≦4.25
㎡/人（都市計画区域におけるその他公園の充足判断基準値） 

※その他の公園面積：201.1ha（風致公園 20.8ha，交通公園
2.1ha，墓園 3.1ha，都市林 134.0ha，広場公園 0.2ha，都
市緑地 18.0ha，緑道 22.9ha）÷都市計画区域人口：1,465
千人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
大部分が未着手区域であるが，桂川として代替となる「みどり」

でもあることから，市域全体で充足していると判断する。 
＜「みどり」の面積＞ 

市民一人当たり「みどり」面積＝4.53 ㎡/人≧4.25 ㎡/人（都市
計画区域におけるその他公園の充足判断基準値） 

※代替となる「みどり」の面積：664.1ha（上記公園・緑地，
未着手緑地区域約 463ha）÷都市計画区域人口：1,465 千人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない。 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
未着手区域は河川敷であり，用地買収は必要ない。 

 河川敷は買収の必要がなく，実現性が高いと判断する。  

６  総 合 評 価 存続が妥当 
桂川河川敷は市街地内の貴重な「みどり」として引き続き保全し

ていく必要がある。 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
存続（変更なし） 

（488.5ha⇒488.5ha） 

評 価 内 容 
未着手区域は河川敷であり，用地買収が丌要であること，引き続き緑地として

保全していく必要があることから存続とする。 
 



 

34 桂川-4 

３．緑地の概要 

緑地名称（ふりがな） 
桂川緑地（かつらがわりょ

くち） 
都 市 計 画 番 号 3 

 

緑 地 位 置 右京区西京極河原町裏町ほか 公 園 種 別 緑地 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 46 年 2 月 15 日 区域面積（当初） 30.0ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成 2４年３月 31 日基準) 42 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

当初理由：近年急速に都市化が進み，都市の周辺部の住宅化が激しくなり，

それにつれて，緑地等が非常に狭小となってきた。今般京都市の西部を北か

ら南に流れる桂川河川敷地を河川整備計画にあわせ，公園化し，住民の用に

供するものである。 

最終変更理由：桂川緑地については，昭和 46年 2月 5 日に桂大橋と国鉄東海

道線の間約 30ha を計画決定し、京都市によって 45年度，46 年度の 2ヵ年に

わたり同左岸の整備を進めてきた。しかし今回さらにその計画を上流は上野

橋，下流は三川合流点上まで拡大し，府民のスポーツの場，水と親しむ場と

して逐次整備を進めようとするものである。 
 

都市計画決定告示（最終） 平成 22 年 2 月 5 日 区域面積（最終） 488.5ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 区域の変更（拡大） 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

未指定 

(100％) 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 
個別具体の記述なし 

  

地 域 防 災 計 画 

｢広域避難場所｣(羽束師運動広場，久世橋西詰公園，吉祥院公園（グラウン

ド）・桂川左岸久世橋上流，桂川左岸（桂大橋～東海道線）) (安全面積 21.67ha)

に位置付け 



 

34 桂川-5 

 

位置図（1/5 0 , 0 0 0）  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

凡 例 

 見直し対象公園 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 

 

洛西第二地区土地区画整理事業区域 

洛西第三地区土地区画整理事業区域 

上鳥羽南部地区土地

区画整理事業区域 

西京極地区土地区

画整理事業区域 

6・5・135 西京極運動公園 

5・5・274 梅小路公園 
10 西中公園 

6・5・205 横大路公園 

4・3・282 淀城跡公園 

64 塔ノ森公園 

138 東大丸公園 

36 吉祥院公園 

3・3・57 東吉祥院公園 

3・2・250 東向公園 

5・4・280 洛西浄化センター公園 

187 中島公園 

225 牛ヶ瀬公園 

3・3・261 上桂公園 

39 西院公園 

3 桂川緑地 



 

34 桂川-6 

 

開 園 状 況 一部開園済 緑地設置年月日 － 
 

現 在 の 開 園 面 積 27.3ha 未 着 手 面 積 461.2ha(未着手率 94.4％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 
桂川河川敷を占用し運動公園として６ヶ所設置。 

 

未着手部分の土地利用 

国管理の河川敷（一部民有地有） 

整備に向けた 

必 要 事 項 

用地確保 不要（河川占用が必要） 

移転補償 不要 
 

樹 林 地 等 の 有 無 桂川河川敷 
 

現 時 点 で 整 備 予 定 現時点で整備予定はない。 
 
整備の遅れによる地域
の 問 題 ・ 課 題 特になし。 

 

都市計画決定と開園部の整合状況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
 

 



 

34 桂川-7 

  

都市計画公園区域と未着手区域(1/50,000)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

開園済 

開園済 

開園済 

開園済 

開園済 

開園済 

河川敷 



 

34 桂川-8 

 

都 市 公 園 等 

の 配 置 状 況 

近 隣 公 園 

以 上 

・(都)西院公園 (1.7ha) 

・(都)上桂公園(1.8ha) 

・(都)西京極運動公園 (18.1ha，開園部分) 

・(都)東大丸公園(1.1ha) 

・(都)梅小路公園(10.5ha) 

・(都)西中公園(0.15ha，開園部分) 

・(都)唐橋西寺児童公園(1.1ha，開園部分) 

・(都)牛ヶ瀬公園(1.6ha) 

・(都)上鳥羽公園(1.7ha) 

・(都)吉祥院公園(4.4ha) 

・(都)東吉祥院公園(1.0ha，開園部分) 

・(都)竹田公園(2.1ha，開園部分) 

・(都)東向公園(1.6ha) 

・(都)塔ノ森公園(０ha，開園部分) 

・(都)中島公園(1.9ha) 

・(都)下鳥羽公園(1.9ha) 

・(都)三栖公園(2.3ha，開園部分) 

・(都)横大路公園(16.3ha，開園部分) 

・(都)淀城跡公園(1.7ha，開園部分) 

・(都)洛西浄化センター公園(8.0ha)等 

そ の 他 緑 地 
・(都)桂川緑地(27.3ha，開園部分) 

・鴨川緑地(23.79ha)等 
 

避難施設等の 

分 布 状 況 
広域避難場所 

桂川左岸(松尾橋～上野橋)， 
桂川左岸(桂大橋～東海道線) ， 
吉祥院公園(グラウンド)，桂川左岸久世橋上流 
西院公園・デルタ自動車四条教習所 
西京極運動公園 
梅小路公園 
桂川中学校グラウンド・川岡東小学校グラウンド・牛ケ瀬公園 
上鳥羽公園(グラウンド) 
桂高等学校グラウンド 
塔南高校グラウンド 
陸上自衛隊桂駐とん地 
久世橋西詰公園 
下鳥羽公園 
三栖公園 
羽束師運動広場 
京都府警察自動車運転免許試験場 
横大路公園 
京都競馬場(駐車場)等 

 



 

34 桂川-9 

 
 

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/50,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

Ｎ 

桂川緑地 

西京極運
動公園 東大丸公園 

京都府警察自動車

運転免許試験場 

西中公園 唐橋西寺
児童公園 

上鳥羽公園 

竹田公園 

東吉祥院公園・塔南
高校グラウンド 

梅小路公園 

東向公園 

吉祥院公園，
桂川左岸 

塔ノ森公園 

横大路公
園 

淀城跡公園 

洛西浄化
センター 

京都競馬場 

羽束師運動広場 

三栖公園 

下鳥羽公園 

中島公園 

鴨川緑地 

桂川左岸 

西院公園・デルタ自
動車四条教習所 桂川左岸 

桂川中学校・川岡東
小学校・牛ケ瀬公園 

桂高等学校 

陸上自衛隊桂駐とん地 

上桂公園 

久世橋西詰公園 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 



 

34 桂川-10 

No．35 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市都市計画施設等の見直し調書（都市計画緑地） 

 

4 東山自然緑地 
(2013.1.9 時点) 

 



 

35 東山自然-1 

東山自然緑地の見直し方針 

１．見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※詳細の評価内容は 35 東山自然-2 頁の「２．見直し評価結果と内容」を参照 

 

見直し案(１/25,000)  

 

 

全体での評価 

 

実現性の評価 

 

代替性の評価 

 

 

 

必要性の評価 

 

最終評価（案） 存 続 

５ 実 現 性 の 評 価 

廃 止 

3 公 園 ・ 緑 地 の 配 置 等 の 状 況 

4 代 替 と な る 「 み ど り 」 の 配 置 等 の 状 況 

 

現状に適合している 

位置付け無し 
位置付け有り 

現状に適合していない 

充足していない 充足している 

充足している 
充足していない 

実現性が高い 実現性が低い 

存続が妥当 廃止が妥当 

２ 上 位 計 画 等 で の 位 置 付 け の 有 無 

６ 総 合 評 価 

 

１ 都 市 計 画 決 定 理 由 の 検 証 

Ｎ 

存続 
（変更なし） 

開園済 

未着手 

凡 例 

 存続  廃止 

 存続（開園済） 

 

天智天皇陵 

ＪＲ山科駅 

三条通 



 

35 東山自然-2 

２．見直し評価結果と内容 

評価指標 評価結果 評価内容 
 

１ 都市計画決定理
由 の 検 証 

現状に適合
している 

都市計画決定理由（良好な地区環境の形成を図るとともに,市民に
レクリエーション利用の遊歩道及び広場を提供）は現在においても
意義がある。  

２ 上位計画等での 
位 置 付 け の 有 無 

位置付け無
し 

本公園の具体の整備に関する位置付けは無い。 

 

３  公 園 ・ 緑 地 の 
配 置 等 の 状 況 

充足してい
ない 

＜公園・緑地の配置＞ 
大部分が開園済であるが，市域全体として緑地は充足していない。 

＜公園・緑地の面積＞ 
市民一人当たりその他公園（緑地含む）面積＝1.37 ㎡/人≦4.25

㎡/人（都市計画区域におけるその他公園の充足判断基準） 
※その他の公園面積：201.1ha（風致公園 20.8ha，交通公園

2.1ha，墓園 3.1ha，都市林 134.0ha，広場公園 0.2ha，都
市緑地 18.0ha，緑道 22.9ha）÷都市計画区域人口：1,465
千人  

４  代 替 と な る 
「 み ど り 」 の 配 置 
等 の 状 況 

充足してい
る 

＜「みどり」の配置＞ 
市域全体として，桂川等，緑地の代替となる「みどり」は充足し

ていると判断する。 
＜「みどり」の面積＞ 

市民一人当たり「みどり」面積＝4.53 ㎡/人≧4.25 ㎡/人（都市
計画区域におけるその他公園の充足判断基準値） 

※代替となる「みどり」の面積：664.1ha（上記公園・緑地，
未着手緑地区域約 463ha）÷都市計画区域人口：1,465 千人  

５  実 現 性 の 評 価 
実現性が高
い 

 ＜地域コミュニティの存続への影響＞ 
地域コミュニティの存続への影響はない。 

＜買収対象となる建築物の立地状況＞  
買収対象となる建築物はない 

＜関連事業の状況＞  
関連事業はない。 

＜早期に整備効果が見込めるか＞ 
未着手区域は小規模である。 

 未着手区域は小規模であることから，実現性が高いと判断する。  

６  総 合 評 価 存続が妥当 
疏水施設は産業遺産であることから，引き続き公園として保全し

ていく必要がある。 
※   は見直し検討手順では必要としないが参考として掲載している。        

見 直 し 案 
存続 

（20.4ha⇒20.4ha） 

評 価 内 容 未着手区域は小規模であり，産業遺産である疏水施設の保全のため存続とする。 
  

西京極 西京極 



 

35 東山自然-3 

３．公園の概要 

公園名称（ふりがな） 
東山自然緑地（ひがしやまし

ぜんりょくち） 
都 市 計 画 番 号 4 

 

公 園 位 置 山科区四ノ宮柳山町ほか 公 園 種 別 緑地 
 

都市計画決定告示（当初） 昭和 47 年 6 月 27 日 区域面積（当初） 3.9ha 
 

事 業 認 可 － 経過年数(平成25年4月1日基準) 40 年 
 

都 市 計 画 決定 理 由等 

当初理由：明治 23年大津と京都を結ぶ運河として，琵琶湖疏水が開かれた。
その後両側の既存の自然美に加え，桜や松を多く植栽し，水と緑の自然景勝
地として市民の散策や，花見の地として，ながらく親しまれてきた。 
国鉄湖西線の新設工事に係り，その一部（四ノ宮附近）が付け替えされ，埋
め立てられた。 
旧国道１号線以北の山科四ノ宮，安朱地区には児童公園が１カ所あるのみで，
都市計画公園配置上新規設置の必要があった。そこで疏水埋立部を緑地とし
て遂次整備しようとするものである。 
最終変更理由：第４号緑地の予定地附近は市街地で人口密度も高く，公園緑
地に対する需要度は高い，これら地域の住民の要求に応えるため，都市計画
緑地の区域を変更拡大し，良好な地区環境の形成を図るとともに,市民にレク
リエーション利用の遊歩道及び広場を提供しようとするものである。 

 

都市計画決定告示（最終） 昭和 50 年 12 月 16 日 区域面積（最終） 20.4ha 
 

都 市 計 画 変更 の 内容 延長4.0kmの疏水敷の追加 
用 途 地 域 

( 容 積 率 ) 

第一種低層住宅専用地

域(80％)，未指定 
 

都 市 計 画 施 設 等 － 
 

上 位 計 画 等 で の 

位 置 付 け 

個別具体の記述なし 

 

地 域 防 災 計 画 － 
 

位置図（1/2 5 , 0 0 0）  

 Ｎ 

4 東山自然緑地 

凡 例 

 見直し対象公園 

 関連土地区画整理事業 

 都市計画公園(開園済) 

 都市計画公園(未着手) 

 

山科東部地区 
土地区画整理事業区域 

 

3・3・179 山科中央公園 



 

35 東山自然-4 

 

開 園 状 況 大部分で開園済 公園設置年月日 － 
 

現 在 の 開 園 面 積 18.6ha 未 着 手 面 積 1.8ha(8.8％) 
 

整 備 の 経 過 と 

現 在 の 状 況 

疏水の一部埋立てに伴い工事着手し，昭和 47 年都市計画決定 
昭和 49 年開園(3.9ha) 
昭和 50 年に延長 4.0km の疏水敷に区域を広げる都市計画変更 
昭和 53 年にほぼ全域開園している。 

 

未着手部分の土地利用 

水道施設等 

整備に向けた 

必要事項 

用地確保 － 

移転補償 － 
 

樹 林 地 等 の 有 無 該当無し。 
 

現時点での整備予定 現時点で整備予定はない。 
 
整備の遅れによる地域
の 問 題 ・ 課 題 特に無し。 

 

都 市 計 画 決 定 と 開 園 部 の 整 合 状 況 都市計画決定面積と開園面積の不整合はない。 
   

都市計画公園区域と未着手区域(1/20,000)  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

Ｎ 

凡  例 

都市計画公園区域界  

対

象

施

設 

未着手   

開園済   

 

安朱学童分室 

開園済 



 

35 東山自然-5 

 

都 市 公 園 等 

の 配 置 状 況 

近 隣 公 園 

以 上 

・(都)岡崎公園(14.0ha，開園部分) 

・(都)山科中央公園(1.9ha)   

・(都)東野公園(3.1ha) 等 

街 区 公 園 
・(都)西野公園(0.1ha，開園部分) 

・(都)川田公園(0.23ha，開園部分) 等 

そ の 他 緑 地 － 

そ の 他 空 地 

・天智天皇陵  

・洛東高等学校 

・安朱小学校 

・一燈園小学校・中学校・高等学校 

・陵ヶ岡小学校 

・鏡山小学校 

・京都薬科大学 

・安祥寺中学校 

・山階小学校 

・京都市生涯学習総合センター山科 等 
 

避難施設等の 

分 布 状 況 

広域避難場所 

京都薬科大学グラウンド 

山科中央公園・安祥寺中学校グラウンド，山階小学校グラウンド 

東野公園・山科中学校グラウンド 

避 難 所 

洛東高等学校，安朱小学校，一燈園小学校・中学校・高等学校 

陵ヶ岡小学校，鏡山小学校，京都薬科大学，安祥寺中学校 

山階小学校，京都市生涯学習総合センター山科 等 

避 難 路 － 
 



 

35 東山自然-6 

   

周辺の都市公園等と防災面の状況(１/20,000) (都市公園，その他緑地，避難施設等の分布状況) 

 

 

 

Ｎ 

東山自然緑地 

西野公園 

川田公園 

山科中央公園・安祥寺中学校グラ
ウンド，山階小学校グラウンド 

洛東高等学校 

安朱小学校 

一燈園小学校・中
学校・高等学校 

陵ヶ岡小学校 

天智天皇陵 

京都薬科大学
グラウンド 

鏡山小学校 京都薬科大学 

京都市生涯学習総
合センター山科 

東野公園・山科中
学校グラウンド 

凡 例 

見直し対象公園  

上記の誘致圏  

都市計画公園(開園済)  

都市計画公園(未着手)  

都市公園(都市計画公園以外)  

都市計画道路(完了)  

都市計画道路(事業中)  

都市計画道路(未着手)  

誘致圏(街区，R250m)  

誘致圏(近隣，R500m)  

誘致圏(地区，R1000m)  

生産緑地  

寺社林  

その他空地  

避難所(学校)  

広域避難場所  

避難路  

河川(水辺＆緑)  

 


